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東京女子医科大学設立の精神 

 

Ⅰ. 建学の精神 

東京女子医科大学は、1900 年（明治 33 年）に創立された東京女醫學校を母体として

設立された。東京女子医科大学の創立者である吉岡彌生は、1952 年（昭和 27 年）新制

大学設立に際し、東京女醫學校創立の主意をもって建学の精神とした。その主旨は、高

い知識・技能と病者を癒す心を持った医師の育成を通じて、精神的・経済的に自立し社

会に貢献する女性を輩出することであった。新制大学設立時の学則には「医学の蘊奥を

究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する。」と記されている。 

建学の精神に基づく医療人育成の場として、1998 年（平成 10 年）度より新たに看護

学部が新設された。医療を行うものが学ぶ学府として、現在の東京女子医科大学の使命

は、最良の医療を実践する知識・技能を修め高い人格を陶冶した医療人および医学・看

護学研究者を育成する教育を行うことである。大学建学の精神に基づき、大学教育では

社会に貢献する女性の医療人を育成する。 

 

Ⅱ. 大学の理念 

東京女子医科大学の使命を達成するための教育・研究・診療の基盤となる理念は、「至

誠と愛」である。至誠は、「常住不断私が患者に接するときの根本的な心構えを短い二

つの文字のなかに言い現したもの（吉岡彌生傅）」という創立者吉岡彌生の座右の銘で

あり、「きわめて誠実であること」「慈しむ心（愛）」は教育・研究・診療の総ての場に

おいて求められる。大学およびそこに学び働くものは本学の理念である「至誠と愛」に

従って活動しなくてはならない。 
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序  言 

学 長 

 

東京女子医科大学は、社会的に自立する女性医療者の育成を建学の精神とし

て、「至誠と愛」を理念に創立され、100 年以上に渡り医学生を育ててきた。良

い医師を育てるために、質の高い教育を行い、優れた医療を提供し、医学に係わ

る高い水準の研究を推進してきた。本学は医学生が学ぶために最良の環境と教

育プログラムを用意している。学生にはこの環境とプログラムを最も有効に活

用して学んでもらいたい。 

本学の最新の教育プログラムは 2017 年度に改訂された MD プログラム 2011

（2011 年度 1年生より導入）であるが、その原形は 1990 年に日本で初めてのテ

ュートリアル教育、インタビュー教育（その後、『ヒューマンリレーションズ』、

『人間関係教育』、そして 2018 年度には『「至誠と愛」の実践学修』に発展）、そ

して関連領域全体を理解して学ぶ統合カリキュラムである。 

 MD プログラム 2011 では、学生が学ぶ目標、すなわち自分が卒業するときに達

成すべき知識・技能・態度の専門的実践力をアウトカム、アウトカムに到る途中

の目標をロードマップで示した教育プログラムが導入された。2017 年度の改訂

では、医師としての実践力の基本を学部卒業時に達成するための臨床教育の改

善が行われた。2018 年度には、医師の態度、振る舞い、倫理、コミュニケーシ

ョン力、女性医師キャリアなどを、創立者が臨床で常に実践した信念である「至

誠と愛」の理念のもと、現代の医療に実践するカリキュラムとして、従来の『人

間関係教育カリキュラム』を改訂し『「至誠と愛」の実践学修』と改称した。本

学の教育は、至誠と愛を実践する良い医師となるための教育であるが、学生は本

学で学ぶその意義を認識し、本学の卒業生としてこの理念を継承する自覚を持

って学修してもらいたい。 

 どのように学修するかが示されているのが、この「学修の手引き」である。学

生、教員がともに学修の目標、方法、内容、評価を共通に理解することが、良い

教育が行われる一つの条件である、この手引きが有効に活用されることを望む。 
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東京女子医科大学医学部における４つのポリシー 

 

ディプロマ・ポリシー (卒業認定・学位授与の方針) 

 

卒業時には定められた授業科目を修了し、学修成果（アウトカム）に示す「医の実践力」と「慈

しむ心の姿勢」を修得して以下の能力を備えることが求められます。 

 

1. 医師としての基本的診療能力を持ち、考え、行動することができる。  

2. 自ら問題を発見し解決する能力を持つ。  

3. 医学の発展、変化する地域や国際的な医療に適応する科学的および臨床的思考力を持つ。  

4. 安全な医療を行える能力を有する。  

5. 生涯にわたり女性医師として「至誠と愛」の理念を持ち、振る舞い、自立して社会に貢献する

意思を持つ。  

 

 要件を満たした者には卒業を認め、学士（医学）を授与します。 

 

カリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の方針) 

 

卒業時に達成すべき医師として必要な基本知識、技能および態度を「医の実践力」および「慈し

む心の姿勢」として示した学修成果（アウトカム）を達成し、建学の精神に沿って自立して社会に

貢献する医療者となる基礎を体得し、大学の理念である「至誠と愛」を生涯に亘り実践するカリキ

ュラムが構築されています。アウトカムを達成するための段階的な目標はロードマップとして示さ

れ、様々なカリキュラム、学修法によりロードマップとアウトカムを達成します。 

 

「医の実践力」の学修は、1年次から 6年次まで関連した専門領域が統合（水平的統合）された

セグメントとして 10に区分されたカリキュラム、および縦断的カリキュラムとして「情報処理・統

計」、「国際コミュニケーション」および「基本的・医学的表現技術」を 6学年通して統合（垂直的

統合）し学修します。「医の実践力」に含まれる、自主的に課題に取り組み、問題点を把握しかつ追

求する姿勢を養い、医学のみならず広く関連する諸科学を照覧して理論を構築し、問題を解決でき

る能力および継続的に自己学修する力を、テュートリアル、チーム基盤型学修、研究プロジェクト

等の能動学修プログラムおよび各セグメントにおける実習を通じて学びます。 

 

「慈しむ心の姿勢」の学修は、専門職としての使命感、倫理感、態度、女性医師としての特徴、

キャリア、リーダーシップとパートナーシップ、コミュニケーション、医療安全、チーム医療等を

体得する「『至誠と愛』の実践学修」が水平的ならびに垂直的に統合され 6年間を通して学びます。

一部は、セグメント科目やテュートリアルでも学びます。 

 

医師となる訓練として、1年次から段階的に患者さんと接する実践の場やシミュレーション等で

学ぶ機会が設けられ、4年次修了までに「医の実践力」および「慈しむ心の姿勢」の学修を含め、

医師としての基本的知識、技能、態度の修得が求められ、さらに 5年次から 6年次では指導者の下

で診療に参画して学修する診療参加型臨床実習を行い、卒業までに医師としての基本的診療能力を

持ち、考え、行動できるように学修します。 

 

医師としての素養、国際的医療実践、組織・社会の先導力を涵養するために、選択科目、国外で

の臨床実習、リーダーシップ学修の機会が提供され、学生が自分の個性を伸ばすため、医療者の新

しい役割を認識するために活用できます。 
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セグメント、縦断的カリキュラム、テュートリアル、チーム基盤型学修、「『至誠と愛』の実践学

修」の学修成果は、それぞれの学修目標に照らして、筆記試験、レポート、技能試験、態度・姿勢

の観察評価により総合的に評価され、学年毎に定められた科目・単位の修了により、次学年に進級

します。また、各科目の評価を GPA (Grade Point Average)として評価し進級の要件とします。さ

らに、共用試験として行われる 4年次の CBT (Computer Based Testing)、 OSCE (Objective 

Structured Clinical Examination)、P-SAT（Problem-solving Ability Test）、ならびに 6年次の

Post-CC (Clinical Clerkship) OSCE は、進級の要件となります。進級の認定が得られなかった場

合は、翌年に限り同一学年の全必修科目を再履修し、再度評価を受けます。 

 

アウトカム・ロードマップの評価は、それぞれの科目試験、「『至誠と愛』の実践学修」評価、テ

ュートリアル・チーム基盤型学修および実習の評価、臨床実習のポートフォリオ評価等から、関係

する評価を統合して学修成果（アウトカム）に沿って評価を行います。 

 

アドミッション・ポリシー(入学者受入れの方針) 

 

自らの能力を磨き、医学の知識・技能を修得して自立し、「至誠と愛」を実践する女性医師および女性研究者

となるために、学修者自身が問題意識をもち、自らの力で知識と技能を発展させていく教育を行います。 

医師を生涯続ける意志を持ち、幅広い視野を身につけ、自ら能力を高め、問題を解決していこうとする意欲

に燃えた向学者で、以下のような人材を求めます。  

医学部が求める入学者像 

1.きわめて誠実で慈しむ心を持つ人  

2.礼節をわきまえ、情操豊かな人   

3.独立心に富み、自ら医師となる堅い決意を持つ人  

4.医師として活動するために適した能力を有する人 

 

本学で学修しようとする者には、本学の建学の精神と大学の理念を理解して学ぶことを求めます。その上で、

本学のカリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）に沿って学修して､学修成果（アウトカム）を達

成し、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）を満たし、生涯に亘り医師として、女性医療者とし

て自立して多方面で活躍する人材を、多様な方法により選抜します。 

一般選抜においては、高等学校等における学修成果の評価を筆記試験で、また医師となる適性、使命感、将

来継続して女性医師として社会に貢献する心構え、そして「至誠と愛」の理念の下に本学で学びディプロマ・

ポリシーを達成する意思を面接、小論文、適性試験により評価します。 

学校推薦型選抜（一般推薦）では、高等学校等における知識・技能・態度の学修成果や医師となる適性を高

等学校の推薦書等に基づき評価し、さらに医師としての使命感、将来継続して女性医師として社会に貢献する

心構え、そして問題を発見し、学修し、解決する自ら学ぶ力、「至誠と愛」の理念とカリキュラム・ポリシーを

理解して学びディプロマ・ポリシーを達成する意思を面接、小グループ討論、小論文、適性試験により評価し

ます。 

学校推薦型選抜（「至誠と愛」推薦）では、本学の建学の精神、大学の理念を継承し、生涯医療者として社会

に貢献する意志をもつ優秀な者を受け入れるため、3 親等以内の親族に本学医学部同窓会至誠会の会員または

準会員がおり、高等学校等の推薦に加えて、至誠会の推薦を受けた者を対象として、面接、受験生の建学の精

神についての理解を問う小論文、思考力試験により評価します。 

学校推薦型選抜（指定校推薦）では、指定校からの推薦書から本学の建学の精神と理念を理解しカリキュラ

ム・ポリシーおよびディプロマ・ポリシーに適性の高い志望者であることを確認し、さらに志望者に対して医

師となる使命感、適性、将来継続して女性医師として社会に貢献する心構え、「至誠と愛」の理念の下に本学の

カリキュラム・ポリシーを理解して学びディプロマ・ポリシーを達成しようとする強い意思を、面接、小グル

ープ討論、小論文、思考力試験により評価します。 

入学までに期待する学修項目は、社会、医療を先導する女性医療者となる確固たる意思の醸成、専門職に求

められる自らの学修を振り返りながら新たな課題を発見し問題解決する学び方、考え方の学修、ひと、特に病
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めるひとに相対する医療者が持つべき態度、心配り、倫理観を学ぶ基盤となる、人と交わる力の醸成です。 

 

アセスメントポリシー 

 

入学時にはアドミッション・ポリシーを満たす人材か、在学中はカリキュラム・ポリシーに則っ

て学修が進められているか、卒業時はディプロマ・ポリシーを満たす人材となったかを以下の基準

で評価します。 

 入学時 在学中 卒業時 

大学 

（機関レベル） 

 

入学者選抜 

入学時調査 

休学率・退学率・学

生調査・課外活動状

況 

学士授与（卒業）

率・国家試験合格

率・大学院進学率・

就職率・学生調査・

アンケート調査  

医学部 

（課程レベル） 

 

入学者選抜 

入学時調査 

進級率・休学率 

退学率・試験結果 

GPA・ポートフォリ

オ・共用試験 CBT・共

用試験 OSCE・Mini-

CEX・実習評価・学生

調査・課外活動状況  

卒業試験・Post 

CC-OSCE・学士授与

（卒業）率・国家試

験合格率・ストレー

ト卒業率・大学院進

学率・就職率・アン

ケート調査  

学部科目レベル 入学者選抜 単位認定・定期試

験・レポート評価・

実習評価・小テスト 

出席率・至誠と愛の体

得度・ポートフォリ

オ・授業評価アンケー

ト 

 

大学院医学研究科 

（課程レベル） 

 

入学者選抜 

入学時調査 

進級率・休学率・退

学率・単位認定・レ

ポート評価・研究計

画書・研究指導状況

報告書・中間発表会

評価 

学位授与率・修了

率・学位論文の IF・

就職率・学生調査・

アンケート調査  

大学院科目レベル 入学者選抜 単位認定・レポート

評価・研究計画書・

研究指導状況報告

書・中間発表会評価 

 

 

学部学生では、科目等では合格基準として詳細は学修の手引きに示し、進級については、及落判定基

準として学生便覧に示します。大学院生に関しては大学院便覧に示します。継続的に形成的評価を行

い、学生への指導に使用します。また、その結果の学修成果（達成度）を評価するために、決まった

時期と数の総括的評価を実施します。これらの評価は、統合教育学修センターでの解析等によって評

価そのものの事後評価を行い、信頼性と妥当性を最大化します。  
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MD プログラム 2011 改訂版について 

 

東京女子医科大学医学部で医学を学ぶことは、大学の理念を受け継ぎ、社会に貢献する

力を持った医師を目指して学修することである。医学部は 110 年を超える歴史の中で女性

医師を育てるための教育に力を入れてきたが、平成 29 年度新入生から新たなカリキュラム

を導入した。新カリキュラムは、それまでのカリキュラム MD プログラム 2011 の良い点を

踏襲しつつ、現代社会のニーズあるいは日本と世界で求められる、医師像を「至誠と愛」

の理念のもとに達成することを目指す。 

 

MD プログラム 2011 改訂版は４個の包括的目標を持つ。 

1） 卒業時に基本的知識を持ち、医師として考え行動し、振る舞うことができる実践力を

持つこと。 

2） 学生が自分の目標を知り、自ら実践力を高められる教育となること。 

3） 科学的思考力と臨床的思考力を持つこと。 

4） 女性医師としての特徴をもち、基本的診療能力を備え、地域や国際を含めた現代の医

療および医療ニーズに即した実践力を獲得すること。 

 

MD プログラム 2011 改訂版は、以下の特徴を持つ。 

1） 知識だけでなく技能と態度を備えた実践力の最終目標をアウトカム、途中の目標をロ

ードマップとして具体的に示し、学生が入学時から最終目標に向けてどのように自己

開発をしたらよいかを明示し、またその達成度を評価する事により学生が長い学修期

間の中で目標と動機を失わないようにする。 

2） 臨床的能力を高めるため、高学年の臨床実習開始前に臨床的思考力、技能、態度の学

修を充実させ、実践的臨床実習を行う。 

3） 基礎と臨床、知識と技能を統合して学ぶ統合カリキュラムを前カリキュラムから引き

継ぎ、自ら問題を見つけ、科学的・医学的に且つ人間性を持ち、問題解決のための思

考力を講義・実習・テュートリアル教育を通じて学ぶ。 

4） 医師としての人間性・倫理・使命感・態度を育成する「至誠と愛」の実践学修を行う。 

5） 医の実践力の一部となる基本的・医学的表現技術、情報処理・統計、国際コミュニケ

ーションを 4 ないし 6 年間継続して積み上げる縦断教育を行う。 

6） 医療を支える科学に自ら触れる機会を通じて、研究の面白さを知るとともに医師が持

つべき研究的視点を学ぶ。 

7） 女性の特性を意識した医療者となるための学修を行う。 

 

7



 
 

地域医療 
プライマリケア 
専門医療 

医学研究 

未知の問題
に取組み解
決する力 

自己開発 

至誠と愛 

女性医師 

キャリア形成

医の 実践 力

（知 識・ 技

能・臨床的思

考力・科学的

思考力） 

慈しむ心の 
姿勢 
（医師として

の姿 勢・ 態

度・使命感・

人間愛・協働） 

学部教育を通じて達成する医師としての実践力 

 

医学部の学修を通じて修得する実践力は、医の実践力と慈

しむ心の姿勢に分かれる。医の実践力は主として知識・技

術とその応用に関する 6 個の中項目、慈しむ心の姿勢は医

人としての態度・情報と意志を疎通する能力・使命感・倫

理感・専門職意識などに関する 5 個の中項目に分かれ、そ

れぞれに数個のアウトカムが定められている。アウトカム

は卒業時までに達成すべき目標の包括的目標であるが、低

学年（1/2 年）、中学年（3/4 年）、高学年（5/6 年） 

で達成すべき具体的目標をロードマップとして表してあ

る。 

アウトカム・ロードマップは各教科の目標ではなく、学修の積み重ねにより修得すべき実際に自分で

できる力、実践力、を示したものである。学生は、最終目標を見据えて学修段階に応じた目標を持ち、

教員はそれぞれ担当する教育の中で、全体像のどの段階を学生が学ぶべきかを理解して教育にあたる

ために全体が示されている。学生の評価も、科目として受ける試験などによる評価と共に、様々な評

価情報を組み合わせたロードマップ評価を行い、学生の到達度を認識できるようになる。 

 

以下にアウトカムを示す。 

Ⅰ 医の実践力 

1. 知識と技能を正しく使う力 

A. 医学的知識を医療に活用できる。 

B. 診断・治療・予防を実践できる。 

C. 基本的技能を実践できる。 

2. 問題を見つけ追求する力 

A. 解決すべき問題を発見できる。 

B. 問題を深く追求できる。 

C. 未知の問題に取り組むことができる。 

3. 問題解決に向け考え実行する力 

A. 適切な情報を集め有効に活用できる。 

B. 解決方法を選び実行できる。 

C. 結果を評価できる。 

4. 情報を伝える力 

A. 患者に情報を伝えることができる。 

B. 医療情報を記録できる。 

C. 医療者と情報交換ができる。 

全人的医人としての実践力と姿勢
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5. 根拠に基づいた判断を行う力 

A. 臨床・基礎医学の根拠を発見できる。 

B. 根拠に基づいて診療を行える。 

6. 法と倫理に基づいて医療を行う力 

A. 医療者としての法的義務を理解し守れる。 

B. 医療倫理を理解し実践できる。 

C. 研究倫理を理解し実践できる。 

D. 社会の制度に沿った診療を行える。 

 

Ⅱ 慈しむ心の姿勢 

1. 患者を理解し支持する姿勢 

A. 患者の意志と尊厳に配慮できる。 

B. 家族・患者周囲に配慮できる。 

C. 社会の患者支援機構を活用できる。 

2. 生涯を通じて研鑽する姿勢 

A. 目標を設定し達成するために行動できる。 

B. 社会のニーズに応えて研鑽できる。 

C. 自分のライフサイクルのなかでキャリアを構築できる。 

D. 自分の特性を活かした医療を行うために研鑽する。 

E. 専門職として目標を持つ 

3. 社会に奉仕する姿勢 

A. 社会・地域で求められる医療を実践できる。 

B. 医学研究を通じた社会貢献ができる。 

4. 先導と協働する姿勢 

A. 自分の判断を説明できる。 

B. グループを先導できる。 

C. 医療チームのなかで協働できる。 

5. ひとの人生へ貢献する姿勢 

A. 患者に希望を与えられる。 

B. 後輩を育てることができる。 

 

次にそれぞれのアウトカムを達成するためのロードマップ（中間目標）を示す。 

9



 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

  
 

 

 

  
 

  

 
 

  

 

 

  
 

 

  

 

 

 
 

 
 

    

 

  
  

10



 

 

 
  

  

 
 

 
-4

-B
-(1

-2
)-

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 
 

 

-4
-B

-(3
-4

)-
 

  

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  
 

11



 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

  
 

  
 

 
(C

on
fli

ct
 o

f 
in

te
re

st
)

 
 

  

  

 
 

 

 
 

 

12



 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
   

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
    

 
    

 
 

  

 
 

 
 

  

 
 

 
 

 

 
  

 
 

 
  

 
 

  

 
 

 

13



 

 
 

  
 

  

  

 

 
 

 

 
 

 

 

 

  

  

 
 

  
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

14



カリキュラムの構造 

 カリキュラム（教育計画）は、学生が実践力を持つ医師になるために限られた時間のなかで最大の学

修を得られるように構築されている。学生には、全てのカリキュラムに参加して最終目標を達成する

ことが求められる。 

 

 医学部カリキュラムの全体構造は、初めに人体の基本構造と機能を 2 年前期までに学び、次に医療

を行うために必要な臓器・器官系の正常と異常、臓器系をまたいでおこる全身的異常、人の発生・出

産・出生・成長・発育・成熟・加齢の正常と異常を 3年後期までに学ぶ。4年前期は、全身的な変化と、

社会・法律・衛生・公衆衛生と医学の関わりを学び、医療を取り巻く環境を理解する。そして 4 年後期

は、5年の臨床実習に備えた臨床入門を学ぶ。臨床入門は、基本的臨床技能を学ぶだけでなく、画像・

検査などの臨床的理解、臨床推論の進め方などの臨床的思考力、麻酔・救急などの全身管理に係わる医

学を学び、5年の初めから医療の中に入って臨床実習を行えるようになるための仕上げとなる。臨床実

習への準備は、総合試験（共用試験 CBT および問題解決能力試験）、共用試験 OSCE などで評価される。

5年から 6年前半の臨床実習では、見学するのではなく参加する意識で実習を行って欲しい。臨床実習

では、地域医療・プライマリケアなど現代の日本の医療に求められる領域、国外留学など国際的医療に

係わる機会、基礎医学を学ぶ機会などが設けられ、且つ学生が自分のキャリアを考えて学修の場を選

べるようになっている。6年後期は、6年間の学修の総括と卒業認定のための評価に充てられる。 

 

 学年毎に進むカリキュラムとは別に縦断的カリキュラムがある。これは、学生が 4 もしくは 6 年間

で継続して自己開発する必要のある科目で、縦断教育科目と呼ぶ。 

 

６年間のカリキュラム全体図 

前期

(4月～7月)

後期

（9月～3月）

臨床診断総論/循環器系

呼吸器系/腎尿路系/生殖器系/妊娠と分娩

消化器系/内分泌系/栄養・代謝系

新生児・小児・思春期/加齢と老化、臨終

脳神経系/精神系/運動器系/

皮膚粘膜系/聴覚・耳鼻咽喉系/眼・視覚系

臓器・器官系の構造と
機能の正常と異常１

臓器・器官系の構造と
機能の正常と異常２／

人の一生

臓器・器官系の構造と
機能の正常と異常３／

医学研究

全身的な変化と医学
／医療と社会

テ

ュ
ー

ト
リ
ア
ル
・
T
B
L

人体の構造と
疾患の基礎

人体の基礎

人体の機能と
微細構造

人体の基本的構造と機能/
人体の防御機構

「
至
誠
と
愛

」
の
実
践
学
修

2年

前期

後期

後期

セグメント3
人体の発生と全体構造/

疾患の成り立ちと治療の基礎

セグメント4

1年

セグメント1

セグメント8 臨床入門 臨床入門

5年
セグメント9

医療と医学の
実践

研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

3年

前期 セグメント5

後期 セグメント6

4年

前期 セグメント7 全身的な変化/医学と社会

基
本
的
・
医
学
的
表
現
技
術

国
際
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

情
報
処
理
・
統
計

選
択
科
目

セグメント2

前期

診療参加型臨床実習（研究実習）
後期

6年

前期

セグメント10
全体統合・

総合達成度評価
卒業試験

後期
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週間の授業予定 

 学生は全ての授業に出席し能動的に学ぶ事が求められる。 

 医学部の時間割の特徴は、テュートリアル・TBL を中心に十分な自己学修の時間が確保され

ていることである。自ら目標を定め能動的に学ぶことで医師となっても使い続けることのできる

知識の活用を修得するように、授業・実習のない学修時間が確保されている。 
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セグメント７ 

 

 

全身的な変化/医学と社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年 4 月 5 日～2021 年 7 月 17 日 
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Ⅰ 学 修 内 容 
 

 

セグメント 7は「臓器・器官系の構造と機能の正常と異常」の最終段階に当た

り、臓器系をまたいで起こる「全身的な変化」と「医学と社会」を基本テーマと

し、基幹科目としては「血液・リンパ系」「感染症系」「免疫・アレルギー疾患・膠

原病」「環境と健康・疾病・障害」「社会制度と保健・医療・福祉」「東洋医学系」

「入門型臨床実習」「臨床推論 TBL」の８教科よりなっています。 

4 年前期で臓器別講義は終了し、後期以降は医療を取り巻く環境や 5年生からの

本格的な臨床実習に向けた臨床入門を学ぶことになります。医学的知識の習得はも

とより基本的臨床技能や臨床的考察力を養っていくことが重要です。 

2020 年度からセグメント 7ではテュートリアルに代わり、TBL(Team Based 

Learning)を行います。 

5 年生から始まる臨床実習に向け、自己学修・自己開発の能力を高め、臨床推論

や画像の理解など医学知識以外の能力も一層磨く必要があります。 

約 3ヵ月という短い期間でありますが、学修の手引きに沿って計画的な自己学

修・自己開発を進め、チーム医療を行う臨床実習に向け準備を怠らないように日々

努力してください。 
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Ⅱ 到 達 目 標 
 

A. 包括的到達目標 

 

Ⅰ. 血液・造血器の正常構造と機能について説明することができる。 

1）骨髄、胸腺、リンパ節、脾臓、およびその他のリンパ組織の構造と機能 

2）血球の産生・崩壊、形態と機能 

3）止血機能 

4）血漿とその成分 

5）血液型と個人識別 

 

Ⅱ. 血液・造血器の異常についてその主要症候、病態生理、病因、診断、検査および治療について述べ

ることができる。 

1）赤血球、白血球、血小板の異常 

2）リンパ球、組織球の異常 

3）血漿蛋白異常 

4）出血傾向 

5）輸血副作用 

 

Ⅲ. 感染症の現状、動向そして予防対策について説明することができる。 

1）主な感染症の疫学 

2）感染対策と予防接種 

3）感染症サーベイランス 

 

Ⅳ. 主たる感染症についてその主要症候、病態生理、病因、診断、検査および治療について述べること

ができる。 

1）感染炎症、感染免疫 

2）微生物学的検査 

3）ウイルス感染症 

4）クラミジア、マイコプラズマ、リケッチア感染症 

5）細菌感染症 

6）真菌感染症 

7）寄生虫感染症 

8）熱帯感染症 
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Ⅴ. 免疫系組織の正常構造と機能について説明することができる。 

1）免疫系の一般特性 

2）自己と非自己の識別 

3）免疫反応の調節機構 

4）疾患と免疫 

 

Ⅵ. 免疫系に関連した疾患についてその主要症候、病態生理、病因、診断、検査および治療について述

べることができる。 

1）膠原病および膠原病類縁疾患 

2）アレルギー性疾患 

3）免疫不全症 

 

Ⅶ. 生活習慣や生活環境あるいは職業的因子による健康障害について病因、病態、症候、診断、検査お

よび治療を説明することができる。また社会医学的観点から健康の維持、増進について考えること

ができる。 

1）環境と健康 

2）産業保健 

3）国際保健 

4）異状死、突然死、事故死 

 

Ⅷ. 社会制度と保健、医療・福祉および医療経済の現状について述べることができ、これからのあり方

について考えることができる。 

1）保健と予防 

2）医師と法規 

3）保健医療 

4）社会保障、福祉、医療経済 

5）医療・病院管理 

6）医療の質・リスクマネージメント 

 

Ⅸ. 東洋医学についてその基本的思考を理解し、主要疾患の症状の漢方医学的とらえ方およびその対

応、漢方薬の特徴、作用機序、副作用について述べることができる。 

1）漢方、鍼灸治療の適応・不適応 

2）東洋医学的病態把握 

3）漢方・鍼灸治療の特徴 

4）漢方薬の特徴・作用機序・副作用 
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Ⅹ．根拠に基づいた医療＜EBM＞の５つのステップ、診療ガイドラインの使用上の注意を列挙できる。 

診療ガイドラインの推奨の強さの違いを説明することができ、臨床における診療ガイドラインの使

用法を概説できる。 

いくつかの疾患について具体的に学ぶことにより、診療ガイドラインを用いることができる。 

 

Ⅺ．病院実習に出る前の準備状態を完成するため、基本的臨床技能（医療面接法、身体診察法）の手技 

および態度を身につけ、診断に必要な情報を収集することができ、問題志向型システムに基づいた 

診療録に記載することができる。また、これまで臓器系・疾患別に学修してきた内容を、症候から 

患者情報、身体診察、鑑別のための検査などを経て診断にいたるプロセスを習得できるようにする。

Evidence-based Medicine (EBM)を理解し、エビデンスを探して吟味したうえで正しく利用できるよ

うにする。さらに、病院内のチーム医療のあり方、リスクマネージメントについても理解し、適切に

行動できるようにする。 

1）症候と病態・疾患 

2）問題志向型システム（POS）とそれに基づいた診療録（POMR） 

3）医療面接 

4）身体診察法 

5）Evidence-based Medicine (EBM) 

6）チーム医療 

7）リスクマネージメント 
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B. 科 目 別 シラバス 
 

 

 

 

 

（★＝「至誠と愛」の実践学修） 
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［血液・リンパ系］ 

科目責任者：田中 淳司（血液内科学） 

 [総 論] 

大 項 目  中  項  目 小  項  目 備 考 

Ⅰ． 血液・造血器の 1． 骨髄、胸腺、リンパ節、脾臓の   

 正常構造と機能  構造と機能   

  2． 血球の産生・崩壊とその調節   

  3． 赤血球の形態と機能   

  4． 白血球の形態と機能   

  5． 髄外造血   

  6． 鉄と造血ビタミンの代謝   

  7． 止血機能と血管壁、血小板、   

   凝固・線溶系   

  8． 血漿とその成分   

      

Ⅱ． 主要症候とその     

 病態生理     

A． 血液、造血器 1． 貧血   

  2． 赤血球増加   

  3． 白血球増加   

  4． 白血球減少   

  5． 好酸球増加   

  6． 好塩基球増加   
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大 項 目  中  項  目 小  項  目 備 考 

  7． 血小板増加   

  8． 血小板減少   

  9． 出血傾向   

  10． 血栓傾向   

  11． 過粘稠度   

   （hyperviscosity）症候群   

  12． 易感染症   

  13． 免疫グロブリン異常   

      

Ⅲ． 診察、診断     

A． 全身の身体診察 1． リンパ節   

 法と精神状態の 2． 肝、脾   

 把握     

      

B． 検査     

1 検体検査 1． 血液学検査 1）血算 2）止血機能  

    3）造血能  

    4）溶血に関する検査  

    5）血液型・輸血関連検査  

  2． 病理・組織学検査 1）細胞診 2）染色体検査  

  3. 遺伝子検査   

2 超音波検査     

3 エックス線検査 1． 単純撮影   

4 エックス線     

 CT 検査     

5 磁気共鳴画像     

 （MRI）検査     

6 核医学検査 1． シンチグラム（SPECT） 1）動態検査 2）摂取率  

    3）吸収・排泄率  

  2. PET   

      

C． 治療     

1 治療の基礎 1． 治療に用いる機器・器材と 1）無菌室  

   安全な取り扱い法   
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大 項 目  中  項  目 小  項  目 備 考 

2 薬物療法     

3 輸血療法 1． 血液製剤の取り扱い 1）血液製剤適正使用基準  

  2． 適正輸血 （新鮮凍結血漿、アルブミン  

    製剤、赤血球液、濃厚血小板）  

  3． 副作用とその対策 1）免疫学的副作用  

    2）輸血感染症  

4 血液浄化 1． 血漿交換   

5 消化管・腹部の 1． 脾の手術   

 手術     

6 臓器・組織移植 1． 主な移植の種類と適応 1）骨髄、末梢血幹細胞、臍帯血  

  2． 提供者（donor）と被移植者 1）自家・同種移植  

   （recipient） 2）組織適合性 3）拒絶反応  

  3． 移植と免疫 1）免疫抑制 2）無菌室治療  

7 免疫細胞療法 1. 腫瘍と免疫 1）活性化リンパ球療法  

    2）樹状細胞療法  

8 放射線治療 1． 放射線治療の適応 1）全身照射 2）局所照射  

  2. 放射線治療法   

  3． 集学的治療 1）化学療法との併用  

    2）造血幹細胞移植との併用  

    3）分子標的薬剤との併用  

9 放射免疫療法 1． 適応疾患と放射性薬剤   
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[各 論] 

 

大 項 目  中  項  目 小  項  目 備 考 

Ⅰ． 赤血球系疾患 1． 鉄欠乏性貧血   

  2． 二次性（症候性）貧血   

  3． 鉄芽球性貧血   

  4． 巨赤芽球性貧血   

  5． 自己免疫性溶血性貧血   

  6． 発作性夜間ヘモグロビン尿症   

  7． 遺伝性球状赤血球症および   

   その他の赤血球膜異常症   

  8． 赤血球酵素異常症   

  9． 異常ヘモグロビン症   

  10． サラセミア   

  11． 血栓性血小板減少性紫斑病   

  12. 非典型溶血性尿毒症症候群   

  13． 薬剤による溶血性貧血   

  14． 再生不良性貧血 1）Fanconi 貧血  

  15． 赤芽球癆 1）Diamond-Blackfan 症候群  

  16． 骨髄異形成症候群（MDS)   

  17． 出血性貧血   

  18． メトヘモグロビン血症   

  19． 脾機能亢進症   

      

Ⅱ． 白血球系疾患と 1． 無顆粒球症   

 その他の骨髄増 2． 白血球機能異常症   

 殖性疾患 3． 伝染性単核（球）症   

  4． 急性白血病 1）Philadelphia 染色体  

  5． 慢性骨髄性白血病 1）若年性骨髄単球性白血病  

  6． 慢性リンパ性白血病 1）hairy cell leukemia  

  7． 成人 T細胞白血病   

  8． 骨髄線維症   

  9． 真性赤血球増加症   

  10． 二次性赤血球増加症   

  11． 本態性血小板血症   

  12． 二次性血小板増加症   

  13． 同種造血幹細胞移植 1）骨髄移植  

    2）臍帯血移植  
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△：卒業時までの到達目標 

 

大 項 目  中  項  目 小  項  目 備 考 

Ⅲ． リンパ増殖性疾患 1． 悪性リンパ腫   

 と類緑疾患 2． Hodgkin リンパ腫   

  3． 非 Hodgkin リンパ腫 1）Burkitt リンパ腫  

  4． 血管免疫芽球性 T細胞リンパ腫   

  5． 皮膚 T細胞リンパ腫 1）菌状息肉病  

  6． 多発性骨髄腫 1）Bence Jones 蛋白  

  7． マクログロブリン血症   

 △ 8． monoclonal gammopathy of   

   undetermined significance   

   （MGUS）   

 △ 9． アミロイドーシス   

 △ 10． 組織球増殖症 1）Langerhans 細胞組織球症  

    （histiocytosis X）  

  11． 血球貧食症候群   

   （hemophagocytic syndrome）   

   （hemophagocytic   

   lymphohistiocytosis）   

  12． 自家造血幹細胞移植   

      

Ⅳ． 出血性疾患と 1． 特発性血小板減少性紫斑病（ITP）   

 血栓傾向 2． 二次性血小板減少症   

  3． 血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）    

  4． 溶血性尿毒症症候群（HUS）   

 △ 5． 先天性血小板機能異常症 1）Glanzmann 病、  

    Bernard-Soulier 症候群  

  6． 後天性血小板機能異常症   

  7． 血友病   

  8． von Willebrand 病   

 △ 9． 循環抗凝固因子による出血傾向   

  10． 播種性血管内凝固症候群（DIC）   

  11． ビタミン K欠乏症   

 △ 12． 新生児出血性疾患   

 △ 13． アレルギー性（血管性）紫斑病 1）Schönlein -Henoch 紫斑  

     病（IgA 血管炎）  

  14． 先天性血栓性素因   
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血液・リンパ系　教科書・参考図書
書名 著者 出版社 出版年 ISBN

1 骨髄疾患診断アトラス 血球形態と骨髄病理 宮内潤、泉二登志子 中外医学社 2020 9784498125636

2 三輪血液病学 浅野茂隆 文光堂 2006 4830614196
3 Hoffbrand's Essential Haematology Hoffbrand, AV 他 Wiley-Blackwell 2019 9781119495901
4 Williams Hematology Kaushansky, K 他 McGraw-Hill 2021 9781260464122
5 Wintrobe's Clinical Hematology Greer, JP Lippincott Williams & Wilkins 2018 9781496347428
6 標準生理学 小澤瀞司 医学書院 2014 9784260017817

7 人体の正常構造と機能（第3版） 坂井建雄 日本医事新報社 2017 9784784931804
8 標準組織学　総論　第5版 藤田尚男 医学書院 2015 9784260015318
9 標準組織学　各論　第5版 藤田尚男 医学書院 2017 9784260024044
10 最新カラー組織学 Gartner, LP 西村書店 2003 9784890133086

11
Histology : a text and atlas : with
correlated cell and molecular biology

Ross, MH Lippincott Williams & Wilkins 2016 9781469889313

12 ジュンケイラ組織学 第5版（原著第14版） Mescher AL 丸善 2018 9784621303399

13 Robbins and Cotran Pathologic Basis of Disease Vinay Kumar ELSEVER 2015 9781455726134

14
WHO classification of tumours of
haematopoietic and lymphoid tissues

Swerdlow, SH IARC 2017 9789283244943

15 Atlas of lymphoid hyperplasia and lymphoma Ferry, JA Saunders 1997 0721659071
16 Ioachim's lymph node pathology Ioachim, HL Lippincott Williams & Wilkins 2009 9780781775960

17 リンパ腫アトラス 森茂郎 文光堂 2014 9784830604751

18 リンパ節病変（病理と臨床12巻臨時増刊号） 文光堂 1994

19 学生のための法医学 田中宣幸 南山堂 2006 4525190264

20 輸血ハンドブック 霜山竜志 医学書院 2002 4260244094

21 実践医事法学 金川琢雄 金原出版 2008 9784307771603

22
Goodman & Gillmans pharmacological
basis of therapeutics

Brunton, LL McGraw-Hill 2010 9780071624428

23
癌のシグナル伝達がわかる：癌研究の基礎か
ら分子標的治療まで（わかる実験医学シリー
ズ）

山本雅 羊土社 2005 489706967X

24 タンパク質科学イラストレイテッド 竹縄忠臣 羊土社 2005 4897064929
25 医系薬理学 遠藤仁 中外医学社 2005 4498003195
26 医科薬理学 遠藤政夫 南山堂 2005 4525140445

27
Mollison's blood transfusion in
clinical medicine

Klein, HG Blackwell 2013 9781405199407

28 輸血学 遠山博 中外医学社 2004 4498019121

29 小児輸血学 大戸斉 中外医学社 2006 4498145003
30 Principles and Practice of Radiation Oncology Halperin E Lippincott Williams & Wilkins 2013 9781451116489
31 がん放射線療法2017 唐澤久美子 学研メディカル秀潤社 2017
32 やさしくわかる放射線治療学 日本放射線腫瘍学会 学研メディカル秀潤社 2018 9784780909753
33 最新臨床核医学 利波紀久 金原出版 1999 4307070550

34 画像診断・放射線治療ビジュアルナーシング 坂井修二、唐澤久美子 学研メディカル秀潤社 2019 9784780912210

35
がんをどう考えるか：放射線治療医からの提
言（新潮新書）

三橋紀夫 新潮社 2009 9784106102950

36 Diagnostic nuclear medicine Sandler, MP Lippincott Williams & Wilkins 2003 0781732522

37
必携！がん診療のためのPET/CT : 読影まで
の完全ガイド

日下部きよ子 金原出版 2006 4307070798

38 放射線治療計画ガイドライン2016年版 日本放射線腫瘍学会 金原出版 2016 9784307071048

39 標準免疫学 谷口克 医学書院 2013 9784260009324
40 標準小児科学 内山聖 医学書院 2013 9784260017480

41 小児科学 大関武彦 医学書院 2008 9784260005128
42 原発性免疫不全症候群診療の手引き 日本免疫不全症研究会 診断と治療社 2017 9784787822956

43 Textbook of pediatric rheumatology Ross E Petty Saunders 2016 9780323241458

44 小児がん診療ガイドライン 日本小児血液・がん学会 金原出版 2016 9784307170703

45 小児白血病・リンパ腫診療ガイドライン 日本小児血液・がん学会 金原出版 2016 9784307170697

46
Principles and practice of pediatric
oncology

Pizzo, PA Lippincott Williams & Wilkins 2016 9781451194234 

47 小児血液・腫瘍学 日本小児血液・がん学会 診断と治療社 2015 9784787820983

48 スタンダード検査血液学　第3版 日本検査血液学会 医歯薬出版 2015 9784263226711
49 血液疾患治療ハンドブック　改訂3版 吉田彌太郎 医薬ジャーナル社 2015 9784753229679
50 標準薬理学 飯野正光、 鈴木秀典編集 医学書院 2015 9784260017503

51 NEW薬理学 田中千賀子、 加藤隆一編集 南江堂 2017 9784524260881

38



��� �������	
��
�� �������� ���������� ��� !"#$%&'()*++,#��� �-./0.12.34#$%&56)*7��� 8�#�!9: !9;+<= ��4>?@ABC&DEFGHF!9:#$%& IJ+K: ��4>?#$%&56)*L+@MN�O*7!9: ��PQ#$%&,!9:#RE�� ST@OEFU5VWXY56@ZN�O*7�[\�]̂ ._`abcd#Be*����fg�hi jk.!".lmVno$p&qrst*7� uvwvxv�yvz�v{�|}~��F�~N�#R*��V����*� uv�v�v�yvz�v{���F�- !"V����*7� uv�v�v�yvz�v��!"V�s�#)*��V��*L+@��*7� uvyvxv�yvz�v��/2� �����V��L+@��*� uv�vxv�yvz�v���� ��.�0 ��V����*� �vzv�v�yvz�v��56 ¡¢£�� ¤¥.¦§�¨©�����ª«~¨© ¬­ ®¯°± ²³°±£ ´µ#¤¥¶·F¦§¨©´V¸r&F�� ¨©´+)*7)¹& ¦§º »¸+¼½`� ¾¶@®¯°± ¿±ÀÁ+C&ZN�O*7�¨©���w�̈ ©g� ÂÃÄ�#R*\ÅÆ����34 9'V����*7� Çvyv��v�w�{�ÂÃÄ� �È+ÉÊ´V����*7� Çvyv��v�w�Ë�=Ì�ÍÎÏÐÑÒÓÔÕÖ�×\ÅÆ�@Ø�ÙL)���VÚ���*7� Çvyv��v�y���=ÌÐÑÒÓÔÛÖ�×\ÅÆ�@Ø�ÙL)���VÚ���*7� Çvyv��v�y�{�ÜÝ ��PQV�ÈCF����*7� Çvyv��v�z�{�ÜÝ@�!VØ�ÙL)ÞßV����*7� Çvyv��v�z�Ë�àáâãä;åÝ ÜÝ5~ST+æt@Ø�ÙL)��VÚ���*7� Çvyv��v�z���àáâãç;åÝ ÜÝ5~ST+æt@Ø�ÙL)��VÚ���*7� Çvyv��v�z�è�àáâãä;éÝ ÜÝ5~ST+æt@Ø�ÙL)��VÚ���*7� Çvyv��v�z�ê�àáâãç;éÝ ÜÝ5~ST+æt@Ø�ÙL)��VÚ���*7� Çvyv��v�z�ë�àáâãç;�ìÐÆ^�!9Ý ÜÝ5~ST+æt@Ø�ÙL)��VÚ���*7�Çvyv��v�z�í�îÓÝ ÜÝ5~ST+æt@Ø�ÙL)��VÚ���*7� Çvyv��v�z�ï�ðÝ ñKò5~ST+æt@Ø�ÙL)��VÚ���*7� Çvyv��v�z�ó��ì_ô`õFbÅöd÷øbFÐùcÄ[FÃ÷úû[ ñKò5~ST+æt@Ø�ÙL)��VÚ���*7� Çvyv��v�z�ü�9ýÈ.þýÈ �È�o�"5~STV����*7� Çvyv��v������Ký K��F��PQ+��U5~�¥V����*7� Çvyv��v���{��Ký��<= K:4> STV����*7� Çvyv��v���Ë����.�	 =Ì�Ký�V����*7� Çvyv��v������Ký� /0F12+34 
NV����*7� Çvyv��v���è�
39



��������	
��
���������������������� 
!" #$%$&'$()'*"��+,�-.
/0123���� 
!" #$%$&'$()'4"5678�29�:91;�<�=>
��,?������� 
!" #$%$&'$(@'*"AB���CDE1FG���CDEHIJKLMNO�P�� 
!" #$%$&'$(@'4"BQ� R>ST�UV� 
!" M$)$%'*"DWXYZ� R>ST�UV� 
!" M$)$%'4"[\E�EH1]^1_`���� 
!" a$&$)'*"bcZdE1ef�ge�ZdE���� 
!" a$&$)'4"h`ij-kZdE�lFZdE�mlnoZdE���� 
!" a$&$)'p"qrs��P�� 
!" a$&$)'t"uvw6xyz{|1ZdEBE�}~���� 
!" a$&$)'�"u|�v�6���8�1���ZdE���� 
!" a$&$)'�"�����ZdE�����ZdE��6��v�-k>
ZdE���� 
!" a$&$)'�"�gA�����Zd�i�]^�m���1�
g 1W�¡����� 
!" a$&$&'*"5678ZdE]^��	
¢A£¤�¥¦§¨£¤�\©¢�£¤���� 
!" a$&$&'4"29ZdE]^��	
ª«¬­�®̄°±d²�³´£¤�¢A£¤�¥¦§¨£¤�µ¶£·£¤�\©¢�£¤���� 
" a$&$&'p":9ZdE]^��	
ª«¬­�³´£¤�¢A£¤�¥¦§¨£¤���� 
!" a$&$&'t"gA���¸¹Zd�iº1�»¼�¢���q���� 
!" a$&$&'�"¢9q»½¾¿(°ÀÁÂ±ÂÃ̄ÄÅÂ°Æ"ÇÁÈÉ°̄ÊÇËÂÌ"JKÍNO'���� 
!" a$&$&'�"Î�«Ï�Ð~Ñ�»,1ÒÓ�ÏÔ1ÕÖ×Ö�ØÙÚÛ���� 
!" a$&$&'Ü"ZdEÛ�P�� 
!" a$&$&'Ý"z{Þß�BQ�	~Öà�Òáâã�äå�æç�è^�Bé�ê|ëìíî�ïí�ðç�ðñ�ðnòóZ�ôõö÷�ø¼Ö�ù�ú�\û�ü\�ýñ�ýþZ��ñ�������������\���\��\�\	�
�	�-ìñ�-ì�
���nñ� R>ZdE���]^�� 
!" a$&$%'*��"6|�7�|��EH1]^1_`���� 
!" a$&$@'$()'*"����CD5678J�L�OZdE�EH1]^1_`¸¹Zd=����� 
!" a$&$@'$()'�"�6���v5678J#Í�OZdE���� 
!" a$&$@'$()'Ý"�²��5 9ZdE�EH1]^1_`���� 
!" a$&$@'$(&'*"KI!"\�#|� 9ZdE�EH1]^1_`���� 
!" a$&$@'$(&'4"$% 9ZdE�EH1]^1_`1Î�Û���� 
!" a$&$@'$(&'p"6|�7�|�(&'9ZdE1ÍǞ°'ÈÆÆ°"Ã°Á°̄ Ë̄°ÆÂÇZdE���� 
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［感染症系］ 

科目責任者：菊池 賢（感染症科） 

 

[総 論] 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

Ⅰ．予防と健康管理 

Ａ．感染症対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．病因、病態 

Ａ．炎症 

 

Ｂ．感染 

 

 

1．現状と動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．予防対策 

 

 

 

 

1．局所的変化 

2．全身的変化 

3．急性炎症と慢性炎症 

1．感染の概念 

 

 

1）感染症法 

（1類、2類、3類、4類、5類感染症、

指定感染症、新感染症） 

2）主な感染症の疫学と流行状況[届出

を要する感染症、新興・再興感染症、

学校において予防すべき感染症、感

染症サーベイランス対象疾患、後天

性免疫不全症候群（AIDS)、B型肝炎、

人畜共通感染症] 

1）感染源・感染経路対策（消毒、滅菌、

隔離、媒介動物駆除） 

2）主な感染症の予防、予防接種 

3）感染症サーベイランス 

 

1）組織反応 2）症候 

1）血液の変化 2）代謝性反応 

 

1）病原微生物 2）感染と発症 

3）感染経路  4）感染と免疫・ 

アレルギー 
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[各 論] 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

  2．宿主側の要因 1）日和見感染（opportunistic   

    infection）   

    2）二次感染、複数菌感染   

    3）免疫不全症候群   

    4）compromised host   

    5）菌交代症、菌交代現象   

  3．垂直感染と水平感染 1）子宮内感染、産道感染   

    2）TORCH 症候群、B型肝炎ウイ   

     ルス感染、後天性免疫不全   

     症候群、成人 T細胞白血病   

  4．全身感染症 1）菌血症 2）敗血症   

  （外毒性疾患を含む） 3）エンドトキシンショック   

    4）toxic shock syndrome   

    5）toxic shock like syndrome   

        

  5．輸入感染症     

  6．性（行為）感染症     

     （STD）     

  7．人獣共通感染症     

  8．新興・再興感染症     

  9．院内感染     

        

Ⅲ．検査 1．微生物学・寄生虫学 1）染色法 2）培養・同定法   

Ａ．検体検査  検査 （塗抹鏡検）   

    3）抗菌薬の感受性テスト   

    4）各病原体別検査（細菌、結   

     核菌、梅毒トレポネーマ、リ   

 ケッチア、クラミジア、マイ 
  

     コプラズマ・ウイルス、真   

      菌、原虫、寄生虫）   

        

Ⅰ．ウイルス感染症 1．感冒（かぜ症候群）     

  2．インフルエンザ     

  3．アデノウイルス感     

      染症     

  4．ＲＳウイルス感染症     
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

  5．流行性耳下腺炎     

     （ムンプス）     

  6．麻疹 1) Koplik 斑   

  7．風疹 1) 先天性風疹症候群   

  8．突発性発疹     

  9．急性灰白髄炎     

     （ポリオ）     

  10．コクサッキーウイル 1) ヘルパンギナ、手足口病、   

    ス・ECHO 感染症  急性出血性結膜炎   

  11．流行性角結膜炎     

  12．咽頭結膜熱      

  13．ウイルス性下痢症 1) ロタウイルス、ノロウイ   

     ルス   

  14．単純性ヘルペスウイ 1) 母子感染対策   

     ルス感染症     

  15．水痘、帯状疱疹     

  16．伝染性紅斑     

  17．サイトメガロウイル     

    ス感染症     

  18．ウイルス性出血熱     

  19．ヒト乳頭腫ウイルス     

    感染症     

  20．伝染性軟属腫     

  21．ウイルス性肝炎 1) 尋常性疣贅、青年性扁平疣   

     贅、尖圭コンジローム、   

     先天性表皮発育異常症   

  22．後天性免疫不全症 1) HIV   

    候群     

  23．成人Ｔ細胞白血病 1) HTLV-1   

  24．無菌性髄膜炎     

  25．日本脳炎     

  26．狂犬病     

  27．天然痘（痘瘡）     

  28．ウエスト（西）ナイ     

    ルウイルス感染症     

  29．ハンタウイルス肺     

    症候群     
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

  30．重症急性呼吸器症     

    候群（ＳＡＲＳ）     

        

Ⅱ．クラミジア感染症 1．オウム病 1) Chlamydophila psittaci   

  2．クラミジア肺炎 1) Chlamydophila pneumoniae   

  3．鼠径（性病性）リン 1) Chlamydophila trachomatis   

    パ肉芽腫症 
 

  

  4．トラコーマ     

  5．非淋菌性尿道炎     

  6．性器クラミジア感     

    染症     

        

Ⅲ．マイコプラズマ・ 1．マイコプラズマ肺炎 1) Mycoplasma pneumoniae   

  ウレアプラズマ感 2. マイコプラズマ、 1) Mycoplasma genitalium   

   染症  ウレアプラズマ非淋 Ureaplasma   

   菌性尿道炎       

        

Ⅳ．リケッチア感染 1．発疹チフス 1) Rickettsia prowazekii   

  症 2．つつが虫病 1) Orientia tsutsugamushi   

  3．日本紅斑熱 1) Rickettsia japonica   

  4．発疹熱 1) Rickettsia typhi    

 

Ⅴ．細菌感染症、グラ

ム陽性菌感染症 

1．レンサ球菌感染症 

 

1) Ａ・Ｂ群レンサ球菌感染 

  症、肺炎球菌感染症、 

  

 
     viridans group strepto   

      cocci 感染症、感染性心   

       内膜炎   

  2．ブドウ球菌感染症 1) メチシリン耐性黄色ブドウ   

      球菌、ブドウ球菌性熱傷様   

    皮膚症候群、伝染性膿痂疹、   

    膿胸、トキシックショック   

    症候群、ブドウ球菌性食中   

    毒、コアグラーゼ陰性ブド   

    ウ球菌感染症   

  3. 腸球菌感染症   1) Enterococcus faecalis、   

    

 

バンコマイシン耐性腸球菌感染症 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

  4. Bacillus 感染症 1) 炭疽、セレウス菌感染症   

  5. Corynebacterium 1) ジフテリア   

  感染症     

  6. ノカルジア症     

  7. 放線菌症     

  8. リステリア症     

        

グラム陰性菌感染症 1. 大腸菌感染症 1) 腸管感染症(EHEC、EPEC、   

     EIEC、ETEC、EAEC)、旅行者   

     下痢症、基質拡張型β-ラク   

    タマーゼ(ESBL)、尿路感染   

     症    

  2. 細菌性赤痢     

  3. サルモネラ感染症     

  4. エルシニア感染症 1) 腸チフス、パラチフス、   

      感染性胃腸炎ペスト、Y.en   

      terocolitia 感染症、泉熱   

  5. クラブシエラ感染症     

  6. セラチア感染症     

  7. エンテロバクター     

   感染症     

  8. プロテウス感染症 
 

  

  9. ビブリオ感染症 1）コレラ、腸炎ビブリオ、   

     Vibrio vulnificus 感染症   

  10. ヘモフィルス感染   

  症 
    

  11. パスツレラ感染症     

  12. 緑膿菌感染症     

  13. ブドウ糖非発酵グ     

    ラム陰性桿菌感染症     

  14. モラキセラ感染症     

  15. 百日咳     

  16. バルトネラ感染症 1) 塹壕熱、猫ひっかき病   

  17. 野兎病     

  18. レジオネラ感染症     

  19. Q 熱     

  20. 淋菌感染症     
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

  21. 髄膜炎菌感染症     

  22. カンピロバクター・     

   ヘリコバクター感染症     

  23. ブルセラ症     

        

Ⅵ.嫌気性菌感染症  1．破傷風     

  2．ボツリヌス症     

  3．偽膜性大腸炎     

  4．ガス壊疽      

  5．無芽胞嫌気性菌感     

    染症     

        

Ⅶ.マイコバクテリウ 1．結核     

 ム感染症  2．非定型抗酸菌症     

  3. ハンセン病     

        

Ⅷ．スピロヘータ感 1．梅毒     

  染症 2．ライム病     

  3．レプトスピラ病     

        

Ⅸ.真菌症 1．カンジダ症 1) 口腔カンジダ症(鵞口瘡)   

  2．クリプットコッカ 1) 髄膜炎、肺感染   

    ス症     

  3．アスペルギルス症 1) アレルギー性気管支肺アス   

       ペルギルス症、肺アスペル   

      ギローマムーコル症、ヒス   

       トプラスマ症、コクシジオ   

       イデス症、マルネッフェイ   

       型ペニシリウム症   

  4. 接合菌症     

  5. ニューモシスチス     

   肺炎     

  6. 輸入真菌症      

        

Ⅹ.原虫症 1．赤痢アメーバ症     

  2．マラリア     

  3．トキソプラズマ症     
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

  4．クリプトスポオリジ     

    ウム症     

  5．ランブル鞭毛虫症     

  6．トリコモナス症     

  7．リューシュマニア症     

        

Ⅺ.線虫症 1．鉤虫症     

  2．蟯虫症     

  3．糞線虫症     

  4．回虫症     

  5．糸状虫症（フィラリ     

    ア症）     

  6．アニサキス症     

  7．顎口虫症     

        

Ⅻ.吸虫症 1．住血吸虫症     

  2．肺吸虫症     

  3．肝吸虫症     

  4．横川吸虫症     

        

Ⅷ．条虫症 1．広節裂頭条虫症     

   （日本海裂頭条虫症）     

  2．無鉤条虫症      

  3．有鉤条虫症、有鉤     

     嚢虫症     

  4．包虫症（エキノコッ       

   クス）     
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［免疫・アレルギー疾患・膠原病］ 

 

科目責任者：針谷正祥（膠原病リウマチ内科学） 

 [総 論] 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

Ⅰ. 免疫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ .アレルギ

ー、免疫異常 

 

 

 

Ⅲ. 臓器・組

織・細胞移

植、人工臓

器、再生医療 

A 免疫系臓器 

 

 

 

  

 

B 自然免疫  

 

 

 

C 獲得免疫 

 

 

 

 

 

 

 

 

D 免疫系の調節 

 

 

 

 

 

 

E 免疫系に作用す

る薬物 

 

A 免疫異常疾患  

 

 

B アレルギー 

 

A 移植の種類と適

応 

 

B 提供者<ドナー> 

と被移植者<レ 

1) 中枢性免疫系臓器（骨髄、胸腺） 

 

2) 末梢性免疫系臓器（リンパ節、

脾、扁桃、粘膜関連リンパ組織

<MALT>） 

 

1) マクロファージ、樹状細胞、好中

球、好酸球、好塩基球、単球、NK細

胞、自然リンパ球 

  

1) T リンパ球<T 細胞> 

 

 

 

2) B リンパ球<B 細胞>、形質細胞 

 

3) 抗原提示細胞（マクロファージ、

樹状細胞）、リンパ濾胞 

 

1)免疫グロブリン  

2)補体 

3)サイトカイン、ケモカイン 

4)免疫応答とその調節  

5)組織適合性抗原<HLA>  

6)免疫寛容 

 

1)免疫抑制薬 

2)抗炎症薬 

 

1)免疫不全  

2)自己免疫疾患  

 

1) Coombs 分類 

 

臓器・組織・細胞移植 

 

 

1) 自家・同種・異種移植 

2) 生体臓器提供、心停止下での臓器 

 

 

 

 

 

 

toll-like 

receptor<TLR> 

 

 

ヘルパーT細胞(Th1, 

Th2, Th17)、細胞傷害

性 T細胞<CTL>、制御性

T細胞<T reg> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アナフィラキシー 
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大 項 目 中 項 目 小 項 目 備 考 

 

 

シピエント> 

 

 

 

 

 

C 移植と免疫 

 

D 人工臓器の種類

と適応 

 

 

提供、脳死下での臓器提供 

3) 日本臓器移植ネットワーク、アイ

バンク、組織バンク、骨髄バンク 

4) 臓器提供、意思表示、同意の条件 

5) 倫理的・社会的・文化的配慮 

 

 

 

1) 人工腎臓、血液浄化法 

2) 人工血管、人工弁(機械弁、生体

弁、同種生体弁) 

3) 人工心肺、機械的補助循環(VAD、

ECMO、PCPS、IABP) 

4) ペースメーカー、植込み型除細動

器 

5) 人工関節・骨・腱・靭帯 

6) 眼内レンズ 

7) 人工聴覚器(人工内耳・中耳) 

 

 

 

 

意思表示カード 
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[各 論] 

大 項 目 中 項 目 小 項 目 備 考 

Ⅰ.アレルギー

性疾患 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ.膠原病と類

縁疾患 

 

 

 

 

A 全身性 

 

 

 

 

 

 

 

B 皮膚、粘膜 

 

 

 

 

 

 

 

C 呼吸器 

 

 

 

 

 

A 膠原病 

 

 

 

 

 

B 血管炎を主とす

る類縁疾患 

アナフィラキシー  

薬物アレルギー  

食物アレルギー    

 

血清病  

昆虫アレルギー  

職業性アレルギー 

 

アレルギー性結膜炎  

鼻アレルギー<アレルギー性鼻炎> 

花粉症  

蕁麻疹  

アトピー性皮膚炎  

アレルギー性接触皮膚炎  

血管性浮腫 

 

気管支喘息  

好酸球性肺疾患 

アレルギー性気管支肺アスペルギル

ス症 

過敏性肺臓炎 

 

全身性エリテマトーデス<SLE>  

全身性強皮症  

皮膚筋炎・多発性筋炎  

結節性多発動脈炎  

関節リウマチ 

 

巨細胞性動脈炎<側頭動脈炎> 

高安動脈炎<大動脈炎症候群> 

顕微鏡的多発血管炎  

多発血管炎性肉芽腫症 

好酸球性多発血管炎性肉芽腫症

<Churg-Strauss 症候群>  

皮膚白血球破砕性血管炎 

IgA 血管炎<Schönlein-Henoch 紫斑病

> 

クリオグロブリン血症性血管炎 

抗糸球体基底膜抗体病<抗 GBM 病> 

 

 

 

 

 

 

食物依存性運動誘発ア

ナフィラキシー 

 

 

 

 

 

 

口腔アレルギー症候群 

 

 

 

C1 インヒビター欠損症 

 

NSAIDs 過敏喘息 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ANCA 関連血管炎 

ANCA 関連血管炎 

ANCA 関連血管炎 

 

 

 

 

 

Goodpasture 症候群 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

 

 

 

 

 

C 関節炎を主体と

する類縁疾患 

 

 

 

 

 

 

 

D その他の類縁疾   

 患 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悪性関節リウマチ  

成人 Still 病  

強直性脊椎炎  

反応性関節炎  

Felty 症候群  

乾癬性関節炎  

掌蹠膿疱症性関節炎  

結晶誘発性関節炎 

  

混合性結合組織病<MCTD> 

Sjögren 症候群 

抗リン脂質抗体症候群  

リウマチ性多発筋痛症  

サルコイドーシス  

Behçet 病 

再発性多発軟骨炎  

アミロイドーシス  

IgG4 関連疾患  

線維筋痛症  

 

 

 

 

 

 

 

 

痛風、偽痛風 

 

   

Ⅲ.原発性免疫

不全症 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 複合型免疫不全  

症 

 

B 抗体産生不全を

主とする免疫不

全症 

 

C 他のよく定義さ

れた免疫不全症 

 

 

 

D 免疫調節不全症 

 

E 食細胞機能不全   

 症 

 

F 補体欠損症 

 

G 自己炎症症候群 

 

 

 

 

 

 

重症複合免疫不全症 

 

 

無ガンマグロブリン血症 

分類不能型免疫不全症  

抗 IgM 症候群 

 

Wiskott-Aldrich 症候群  

毛細血管拡張性失調症<ataxia 

telangiectasia>  

胸腺低形成<DiGerge 症候群> 

 

Chediak-Higashi 症候群 

 

慢性肉芽腫症、重症先天性好中球減少

症 

 

 

 

家族性地中海熱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C1 インヒビター欠損症 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

Ⅳ.続発性免疫

不全症 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ.その他の重

要な小児領域の

疾患 

A 感染による免疫

不全症  

 

B 悪性腫瘍による

免疫不全症 

 

C 自己免疫疾患に

よる免疫不全症 

 

D 医原性免疫不全

症  

 

A 膠原病と類縁疾

患 

 

後天性免疫不全症候群<AIDS> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若年性特発性関節炎<JIA>  

川崎病  

リウマチ熱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心弁膜症 
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［環境と健康・疾病・障害］ 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

Ⅰ . 社会医学序論 1. 社会医学の概念 1） 歴史的変遷 

2） 目的と意義 

3） 社会と環境の変化 

4） 疾病予防、健康増進と社会 

医学 

5） 保健・医療・福祉と社会医学 

衛生学公衆 

衛生学（環

境・産業医

学） 

Ⅱ . 環境保健 1. 環境と適応 

 

 

2. 環境汚染の評価と対策 

 

 

3. 大気の性状と健康影響 

4. 上水道と下水道 

 

 

 

5. 環境汚染の発生要因と現状 

 

 

 

6. 公害の健康影響と対策 

 

 

7. 廃棄物処理 

 

 

 

8. 地球環境の変化と健康影響 

 

 

 

9. 放射線の健康影響と管理 

1） 環境の概念 

2） 生態系と生物濃縮 

3） 有害物質の吸収・排泄 

1） 環境アセスメント 

2） 環境基準、排出規制 

3） 環境モニタリング 

 

1） 水質基準 

2） 浄水法と消毒 

3） 水系伝染病 

4） 汚染処理 

1） 大気汚染とその指標 

2） 水質汚染とその指標 

3） 土壌汚染 

4） 内分泌かく乱化学物質 

1） 公害の概念 

2） 公害のエピソード 

3） 公害健康被害補償制度 

1） 一般廃棄物 

2） 産業廃棄物 

3） 感染性廃棄物 

4） リサイクル 

1） 地球温暖化 

2） 酸性雨 

3） 砂漠化 

4） オゾン層破壊 

1） 非電離放射線と管理 

2） 電離放射線の健康影響 

3）放射線管理 

衛生学公衆 

衛生学（環

境・産業医

学） 

Ⅲ . 生活環境と 

リスク 

1. 食品と健康 1） 国民の平均的摂取量と健康 

2） 健康問題と栄養指導 

衛生学公衆 

衛生学（環 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

  

 

 

 

2. 喫煙およびアルコールと健康 

 

 

 

 

 

3. 運動と健康 

3） 栄養所要量と栄養摂取量の推移 

4） 食品の安全性 

（食品添加物、残留農薬、特別用途

食品、内容表示） 

1） 喫煙の現状 

2） 喫煙の健康影響 

3） 禁煙教育 

4） 飲酒の現状 

5） 飲酒の健康影響 

6） アルコール依存症 

1） 身体活動目標値 

2） 運動の効用 

3） 家庭内活動 

境・産業医

学） 

 

 

衛生学公衆 

衛生学（環

境・産業医

学） 

 

 

衛生学公衆 

衛生学（環

境・産業医

学） 

Ⅳ . 産業中毒およ

びその他の職

業性疾患 

1. 金属中毒 

2. ガス中毒 

3. 有機溶剤中毒 

4. 有機化学物質中毒 

5. 無機化学物質中毒 

6. 農薬中毒 

7. 職業病 

8. じん肺 

9. 作業環境による障害 

 

 

10. 職業性アレルギー 

11. 酸素欠乏症 

12. 過重労働による健康障害 

 

 

 

 

 

 

 

 

1） 職業性腰痛 

2） 頸肩腕障害 

3） 情報機器作業の健康影響 

衛生学公衆 

衛生学（環

境・産業医

学） 

Ⅴ . 産業保健 1. 現状と動向 

2. 産業医と労働安全衛生管理 

1） 業務上疾病の発生状況 

1） 健康管理、作業環境管理、作業 

管理 

2） 許容濃度と管理濃度 

3） 生物学的モニタリング 

4） 労働災害 

5） トータルヘルスプロモーショ 

ンプラン（THP） 

6） 管理体制 

7） 産業医の職務 

衛生学公衆 

衛生学（環

境・産業医

学） 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

Ⅵ . 保健と予防 1. 世界の保健問題（総論） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 世界の保健問題（各論） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 国際保健協力 

1） 先進国と開発途上国における保健

問題の相違と較差 

2） グローバルイシュー（地球環境問

題） 

3） 国際保健プログラムに含まれる活    

  動 

a） 国際保健の基礎－プライマリー

ヘルスケアとは何か 

b） 住民参加 

c） 適正技術 

d） 健康教育 

e） 人材育成 

f） フィールドにおける活動項目 

1） 途上国における保健医療実態 

2） 感染症コントロール 

a） ポリオ・麻疹根絶活動 

b） 破傷風コントロール 

c） 急性呼吸器感染症対策 

d） 下痢症対策 

e） マラリアコントロール 

f） デング熱コントロール 

g） メジナ虫感染根絶活動 

h） 駆虫活動 

i） 結核コントロール 

j） ハンセン病コントロール 

3） エイズ・HIV 感染症関連の活動 

4） リプロダクティブヘルス関連の活   

  動 

5） 栄養問題に関連する活動 

6） 看護協力 

7） 水・環境衛生プログラムその他の

活動 

1） 援助を取り巻く国際情勢 

2） 開発援助 

a） 公的開発援助と非公的開発援助 

b） 多国間援助と二国間援助 

3） 日本の開発援助 

a） 国際協力機構 

b） 厚生労働省 

国際環境 

熱帯医学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際環境 

熱帯医学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際環境 

熱帯医学 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

  c） 外務省 

d） 国際協力銀行 

4） 保健関連の国際機関 

a） 国際連合 

b） 世界保健機関 

c） 国際児童基金（ユニセフ） 

d） 世界銀行 

5） 他国の公的開発援助 

6） 非政府組織の援助活動 

7） 援助の優先度・方針・分野・実施 

 

Ⅶ . 人の死 1. 死の概念と定義 

 

2. 死後変化 

 

 

3. 異状死 

1） 死の判定 

2） 心臓死、脳死 

1） 早期死体現象 

2） 晩期死体現象 

3） 死後経過時間の推定 

1） 異状死の判断 

2） 異状死体届出の義務 

3） 死体検案 

4） 監察医制度 

5） 司法解剖、行政解剖、承諾解剖、

警察等が取り扱う死体の死因又は身

元の調査等に関する法律に基づく解

剖 

法医学 

Ⅷ . 異状死・突然      

   死 

1. 損傷による死 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 窒息・呼吸不全による死 

1） 損傷の種類 

a） 鋭器損傷 

b） 鈍器損傷 

c） 銃器損傷 

2） 自傷と他傷、事故 

3） 損傷死の機序 

a） 臓器損傷 

b） 頭部外傷 

c） 二次性障害 

d） 死因の競合と共同 

1） 窒息の要因 

a） 縊頸、絞頸、扼頸 

b） 溺水（水中死体と溺死体） 

c） 気道内異物 

d） 鼻口部閉鎖 

e） 胸郭圧迫 

法医学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法医学 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 薬毒物中毒及び中毒死 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 突然死（内因性急死） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 温度異常、電気などによる 

傷害と死亡 

 

 

 

 

 

f） 酸素欠乏 

2） メカニズム 

3） 症状・経過 

4） 窒息の法医学的診断 

a） 溢血点 

b） 索痕・圧迫痕 

c） 自他殺・事故の別 

1） 関係法規（麻薬及び向精神薬取締

法、覚せい剤取締法、道路交通法） 

2） 診断及び検査 

a） アルコール・睡眠薬・向精 

神薬・解熱鎮痛薬・麻薬・覚

醒剤・有機溶剤依存又は中毒、

毒劇物中毒 

b） 血中濃度（一酸化炭素、アルコ

ール、睡眠剤、農薬等）と症状 

c） 救急医療での簡易迅速検査 

d） 剖検所見 

e） 急死者に対する対応 

f） 自他殺・事故の別 

1） 急死者の取り扱い手続き 

2） 来院時心肺停止 

3） 突然死統計 

4） 発症時の状況 

5） 内因性急死の種類 

a） 循環器系の疾患（心臓突然死） 

b） 呼吸器系の疾患 

c） 神経系の疾患 

d） 消化器系の疾患 

e） 全身性の疾患 

f） 妊娠、分娩中の疾患 

6） 乳幼児突然死症候群（SIDS） 

1） 発生機序、諸条件 

2） 焼死、凍死、感電死、熱傷死 

3） 死因の鑑別 

4） 自他殺・事故の別 

5） 焼死体の個人識別 

 

 

法医学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法医学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法医学 
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Ⅸ．医療の質と安全

の確保 

 

 

１．医療事故対応 1) 医療事故発生時対応 

2) 死亡診断書 

3) 異状死 

4) 医療事故調査制度 

5) 医療事故の報告・公表 

衛生学公衆 

衛生学 
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「医学・医療と社会実習（社会医学系実習）」の概要 

 

【科目責任者】 

衛生学公衆衛生学（環境・産業医学） 松岡雅人 

国際環境・熱帯医学 杉下智彦 

 

【担当教室】 

衛生学公衆衛生学（環境・産業医学）  衛生学公衆衛生学（公衆衛生学）  法医学 

国際環境・熱帯医学          衛生学公衆衛生学 

 

【実習目的】 

人々の健康を脅かす様々な環境要因や社会要因に興味を持ち、自学自習することにより、医師としての社会

医学的な幅広い視野と知識を身につける。 

 

【実習方法＊】 

小グループによる実習および発表を行う。 

1. 5 月 19 日（水）：オリエンテーション 

2. 5 月 19 日（水）、5月 26 日（水）、6月 2日（水）、6月 9日（水）、6月 16 日（水）： 

各グループによる課題学修（5回） 

3. 6 月 23 日（水）、6月 28 日（月）、6月 30 日（水）：課題発表 

＊ 4 月 22 日（木）1 限目の「環境と健康・疾病・障害」の講義にて、実習の説明を行う。 

 

【提出物】 

グループで、実習計画書、発表用 PowerPoint ファイル、レポートを提出する。 

 

【評価】 

実習態度、発表内容、レポートにより行う。 

 

＊2021年度の変更予定： 

2021年度は、上記のグループ実習および発表会に替わり、個人毎のレポート作成、提出を予定しています。

実習内容と実施要領の詳細は、社会医学系実習開始の5月19日（水）までに、学生ポータルサイトに掲示致し

ます。 
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［社会制度と保健・医療・福祉］ 

 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

Ⅰ. 健康・疾病・

障害の概念と社会

環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ. 保健・医療・

福祉・介護関連法

規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 健康の概念 

 

2. 環境と健康 

 

 

 

3. 疾病・障害の概念と社会 

 

 

 

 

 

 

1. 薬事関連法規 

 

 

2. 地域保健関連法規 

 

3. 母子保健関連法規 

 

 

4. 成人・高齢者保健関連法規 

 

 

 

 

 

5. 精神保健関連法規 

 

 

 

 

 

 

6. 感染症対策関連法規 

 

1） 健康の定義 

2） 健康の概念の歴史的変遷 

1） 宿主 

2） 病因 

3） リスクファクター 

4） 行動 

1） 機能障害 

2） 活動制限 

3） 参加制約 

4） QOL 

5） ノーマライゼーション 

6） バリアフリー 

7） ユニバーサルデザイン 

1）医薬品医療機器等法 

2） 毒物及び劇物取締法 

3） 麻薬及び向精神薬取締法 

1） 地域保健法 

2） 健康増進法 

1） 母子保健法 

2） 母体保護法 

3） 児童虐待の防止等に関する法律 

1） 高齢者医療確保法 

2） 配偶者からの暴力の防止及び被

害者の保護に関する法律 

3） 高齢者虐待防止法 

1） 精神保健福祉法 

2） 自殺対策基本法 

3） 心神喪失等医療観察法 

4）民法 

1） 感染症法 

2） 検疫法 

衛生学公

衆衛生学

（公衆衛

生学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛生学公

衆衛生学

（公衆衛

生学） 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ. 予防医学と健

康増進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．人口統計と保

健統計 

 

7. がん対策関連法規 

8. 食品保健関連法規 

9. 学校保健関連法規 

10. 産業保健関連法規 

 

 

 

11. 環境保健関連法規 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 医療保険関連法規 

 

13. 社会福祉・介護関連法規 

 

 

 

 

 

 

1. 地域社会と公衆衛生 

 

2. 予防医学 

 

 

 

3. 健康保持・増進 

 

 

4. 健康診断・診査と健康管理 

 

1. 人口静態統計 

 

3） 予防接種法 

1） がん対策基本法 

1） 食品衛生法 

1） 学校保健安全法 

1） 労働基準法 

2） 労働安全衛生法 

3） 労働者災害補償保険法 

4） じん肺法 

1） 環境基本法 

2） 公害健康被害補償法 

3） 水道法 

4） 下水道法 

5） 廃棄物処理法 

6） 建築物衛生法 

1） 健康保険法 

2） 国民健康保険法 

1） 老人福祉法 

2） 生活保護法 

3） 児童福祉法 

4） 障害者基本法 

5） 身体障害者福祉法 

6） 知的障害者福祉法 

7） 介護保険法 

1） コミュニティヘルス 

2） 公衆衛生の概念と機能 

1） 予防医学の概念 

2） 一次予防 

3） 二次予防 

4） 三次予防 

1） 健康教育・学修 

2） 保健指導 

3） 健康相談 

1） 健康管理の概念・方法 

2） 健康診断・診査と事後指導 

1） 日本の人口 

2） 国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛生学公

衆衛生学

（公衆衛

生学） 

 

 

 

 

 

 

 

衛生学公

衆衛生学 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ. 主な疾患の公

衆衛生学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 人口動態統計 

 

 

 

 

 

3. 疾病・障害の分類と統計 

 

 

 

 

 

1. 感染症対策・予防接種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 心血管疾患 

 

 

 

 

 

 

3. 脳血管疾患 

3） 世界の人口 

1） 出生と死亡 

2） 結婚と離婚 

3） 死産 

4） 再生産率 

5） 合計特殊出生率 

6） 生命関数表 

1） 国際疾病分類ICD 

2） 国際生活機能分類ICF 

3） 国民生活基礎調査 

4） 患者調査 

5） 身体障害児実態調査 

6） 身体障害者実態調査 

1） 医師の届け出と自治体の対応 

 

 

 

 

 

2） 予防接種と検疫 

a） 集団予防と個人予防 

 

c） 生ワクチンと不活化ワクチン 

d） 検疫 

e） 人獣共通感染症対策 

f） バイオテロ対策 

3） 主な感染症の疫学と流行状況 

4） 感染症発生動向調査 

5） サーベイランス 

6） 母子感染 

7） 院内感染 

 

（公衆衛

生学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛生学公

衆衛生学

（公衆衛

生学） 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ. 生活習慣とリ

スク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 肥満、糖尿病、メタボリック

シンドローム 

 

 

 

 

 

5. その他の疾患 

 

 

 

 

1. 基本概念 

 

 

 

 

 

2. 生涯設計 

 

 

3. 栄養、食生活 

 

 

4. 飲酒 

 

 

5. 国民栄養の現状と対策 

 

 

 

 

6. 休養・心の健康 

1） 難病 

2） 事故 

3） 骨粗鬆症 

4） 骨折 

5） 自殺の疫学 

1） 国民健康づくり運動 

2） 生活習慣病のリスクファクター 

3） 健康寿命の延伸とQOL 

4） 行動変容 

5） 健康づくり支援のための環境整

備 

1） 環境レベル 

2） 知識レベル 

3） 行動レベルと行動変容 

1） 食事摂取基準 

2） 栄養マネジメント 

3） 食行動 

1） 飲酒状況 

2） 飲酒の有害性 

3） アルコール依存への支援 

1） 食事調査 

2） 国民健康・栄養調査 

3） 食生活指針 

4） 食事バランスガイド 

5） 栄養教育・指導 

1） 睡眠の質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛生学公

衆衛生学

（公衆衛

生学） 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ. 保健・医療・

福祉・介護の仕組

み 

 

 

Ⅷ. 最近の保健医

療問題とその背景 

 

 

 

 

Ⅸ. 精神医学と法 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅹ. 地域保健・地

域医療 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 身体活動、運動 

 

8. 喫煙 

 

 

 

1. 保健・医療の組織と連携 

 

 

 

 

1. 社会環境の変動と国民の健

康 

 

 

 

 

1. 現状と動向 

 

 

 

 

2. 精神的健康の保持・増進 

 

 

 

1. 地域保健・地域医療と医師の

役割 

 

2. プライマリヘルスケア  

 

3. 医療計画  

 

 

 

2） 不眠 

3） ストレス対策 

4） 過労予防対策 

5） 自殺の予防 

1） 身体活動とエネルギー消費 

2） 運動の効用 

1） 喫煙状況 

2） 喫煙の有害性 

3） 受動喫煙 

4） 禁煙支援 

1） 国と地方公共団体 

2） 保健所 

3） 地方衛生研究所 

4） 市町村保健センター 

5） 児童相談所 

1） 人口構造 

2） 疾病構造 

3） 生活様式 

4） 家族構成 

5） 地域社会構造 

6） 産業構造 

1） 精神障害者 

2） こころの健康づくり 

3） 自殺対策 

4） 精神保健福祉センター 

5） 精神障害者社会復帰施設 

1） 精神保健福祉相談 

2） 学校精神保健 

3） 産業精神保健 

4） 地域精神保健福祉活動 

1） 医師会 

2） 医療連携 

3） 自治体との連携 

1） 概念と活動内容 

2） アルマ・アタ宣言 

1） 医療圏 

2） 基準病床数 

3） 地域医療支援病院の整備 

4） 病院・診療所・薬局の連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛生学公

衆衛生学

（公衆衛

生学） 

 

衛生学公

衆衛生学

（公衆衛

生学） 

 

 

精神医学 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛生学公

衆衛生学 
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Ⅺ．社会保障制度

と医療経済 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅻ. 医療の質と安

全の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅩⅢ. チーム医療 

 

 

 

4. 災害医療・救急医療・離島・

へき地医療 

 

 

 

 

1. 社会保障の概念と制度  

 

 

 

2. 医療保険、介護保険、公費医

療 

 

 

 

3. 医療経済  

 

1. 医療の質の確保  

 

 

 

 

 

 

 

2. 医療事故の防止  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 医療機関でのチームワーク  

 

 

2. 地域医療でのチームワーク  

1） へき地医療拠点病院 

2） へき地診療所 

3） 無医地区 

4） へき地保健医療計画 

5） へき地医療支援機構 

6） 遠隔医療 

1） 公的扶助 

2） 社会保険 

3） 公衆衛生と医療 

4） 社会福祉 

1） 医療保険の種類と対象 

2） 介護保険 

3） 公費医療の種類と対象 

4） 保険医 

5） 保険医療機関 

1） 国民医療費 

2） 医療費負担と給付 

1） 病院機能評価 

2） 国際標準化機構ISO 

3） 臨床機能評価指標クリニカルイ

ンディケーター 

4） 患者満足度 

5） 説明同意書 

6） 患者説明文書 

7） クリニカルパス 

1） 医療過誤と医療事故 

2） 医療事故の発生要因 

3） 医療安全管理 

4） インシデント 

5） アクシデント 

6） インシデントレポート 

7） 医療事故報告書 

8） 医薬品管理マニュアル 

9） 医療廃棄物処理 

10）医療安全支援センター 

1） 医師間の連携 

2） 医師以外の医療専門職の役割 

3） 医師を含む医療専門職の連携 

1） 病診連携 

 

 

 

 

 

 

衛生学公

衆衛生学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛生学公

衆衛生学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛生学公

衆衛生学 
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3. コンサルテーション 

4. 社会生活 

 

 

 

 

5. 地域医療 

2） 病病連携 

3） 保健・医療・福祉・介護・教育

の連携 

4） 家族との連携 

5） クリニカルパス 

1） 自己責任と自分の限界 

1） 社会復帰 

2） 社会保障制度 

3） 人的支援 

4） 物的支援 

5） 自立 

1） 医療従事者の確保 

2） 地域連携クリニカルパス 
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［東洋医学系］ 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 備考 

Ⅰ．医療のあり方 

 

 

 

 

Ⅱ．病理 

 

 

 

Ⅲ．診察  

 

 

 

 

Ⅳ．治療 

 

 

 

 

Ⅴ．和漢薬 

 

1. 漢方医学の現状と展望 

2．漢方医学の歴史 

 

 

 

1. 漢方医学の病理感 

 

 

 

1．東洋医学的診察法 

 

 

 

 

1．治療の種類 

 

2．患者による治療法の差異 

 

 

1）傷寒論 

2）金匱要略 

3）黄帝内経 

4）神農本草経 

1）陰陽 

2）虚実 

3）気血水 

4) 五臓 

1) 四診 

 a) 望診（舌診を含む） 

 b) 聞診 

 c) 問診 

 d) 切診（脈診・腹診） 

1）湯液治療 

2）鍼灸治療 

1）多愁訴患者 

2）虚弱体質患者 

3) 高齢者 

1）特徴 

2）作用 

3）副作用 

4）研究の方法論と現況 
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6DP��ñ5ETU?� �̄²̄°�¼�&'de�7.ò+ØÙD%;8=09�5xy:�VWåb�¨'cd�fghijkl̄hgmknokp�lkpmqrj�gkqhgp�:tuvw;����&'d5��:�K-+
6D¨'<=5� �̄²̄°���
110



��������	
��
������������������������ !"�#$%&�'()	*+,-./�0(12�3�456�789����� :;<;=>?�@ABCD2EFG	H)5IJ�KLM5NKLM�,OP/�@ABCD2EFG9QRS�TUVWXYZ[\],^O����� :;_;=>̀ �@ABCD2EFG,abcdefghij,klm59����� :;_;=>n���opq	r,st/�uv[�m59����� :;_;=>w���5pq	xyMo��Mz{X|}~������ :;_;�>̀ ���	��MY���M�����/���,����	��,��/������+,��o������� :;_;�>w�0(V�9��50�	��Mf��ijX ¡TcT�m5,OP����� :;_;�>¢���	*£�!¤o¥0o¦§�̈ 	©ª	«H,OP����� :;_;�>?���	�¬­®E2X~������ :;_;�>̄ ���°±	²³´µ5���¨	°±-¶	·*¸,�¹/�º»f¼½T9����� :;_;�>¾�¿À	0(XU�ÁÂÃ9ÁÄÅ	0(ÆµÇÈXiÉ/cT�m5,Ê�MXOP����� :;Ë;=>̀ �0(Ì	ÍÎ�,ÏÐ[���XU�Ñg	Ò6�ÓB2ÔGÕ¬2	ÏÐ�UÖ5×Ø�ÙÚMf��ÛÜ��ÝRoÙÚÕ¬2	ÏÐ�9·*�S�m5,OP����� :;Ë;=>n�0(ÞßXàá�±âoãäoåæ5çè	·*¸��!(è�éêë�ìí	î)¸,OP����� :;Ë;=>w�0(	ïð¸Xi[�°±�ñò�	óôõ�ñö�0(&÷�Íø�%ù,úû���ücUTáfTm5�ýþ�¼ÙÍø��,u�/�Í�X��c���	}�	·*¸,OP����� :;Ë;=>¢�#$¿��%�/�m5,�¤/���	��,P�X[��� :;�;=>?�!(è�éêë�Xi[� 	Mf
��!(è	Ü�5�
���éêë,úû��!(è	ÇÈ�!(°±	�.��¬­®E2�����B�ë�2������0(çè���������M��� �M���!"�#$%&'()*+,-.*/01()*+,-.*/02&&*&&3*4,/56240�7�:��>�,OP���¿ÀXô������ 8;�;�>̀ �!(Xi[�9çè�ªH:�;<!(#$=���o$>o?@	çè�A<B*��,OP����� 8;�;�>n�°±CDXU0(EF���!¤���	GH	H)9S�m5,OP����� I;�;=>n�JK	^L5M*¸,OP����� I;�;�>;%=>̀ � 	M!(
�X ¡��
øXi[�°±,CDo}������ I;<;=>̀ �NOþ�°±, X�P	
ø	��+,������� I;<;=>n�º»f�Q/fR�KSTTY�QR���XF[�m59����� I;<;�>̀ �!(%&,��M��o �M��o!"o#$�7�:���çU����� I;<;<>n�
ø,º»X*�[��V,�XWá��XXYbc-.����� I;<;<>w��¬­®E2��5��B�ë�2XZ}~������ I;<;<>¢�[:00�5/c\�Oþ� 	Mf]^oJ_ �̀ab�cd�,eX6�/f9O�#$¿�,Vf�� g;=;=>;%=>�h0��ijkEFl�m�� g;=;=>;%=>�n00o
�5��©YJ_� g;=;=>;%=>�G0!(IJ5��Dp� g;=;=>;%=>�q0@ABCD2EFGJ_� g;=;=>;%=>�r012�0(	¿s� g;=;=>;%=>�
111



��������	�
�� �
�
��
������������������ �
�
��
������������ �
�
��
���� �!"�#$%&'��()*� �
�
��
����+,-./0123&456718�9�:;<=>?1@AB� �
C
C�D�EFGH�IJ1K&;<=>?LM,-NO/+PQRST1UVWX��H�YZ[\�]^1_�`��B� �
C
C�a�+bcd123$e./NQf1gh&;ijkl;mnop?J1qK8�B� �
C
C�r�stut�v%&wxyz?J1{Z�B� �
C
C�|�}~�����}~�� }~���W�7�v��������W�7]^�W�7:��h$��������L��;�����L��;}~L��;��L��1�����Z�9��: �¡W¢£1¤¥h;��������L��;�����L��;}~L��;��L��1�����Z�9��: �}~��¦§�}~���¨3&©ªh;�«[¬�:�­®}~1¯°B�±¦1©²�8�B�³´µ� 
�

¶�· ¹̧º»·
¼½ ·¾¿ ÀH¿ ¦­Á�Â�Ã­Á�ÂÄ Å�Æ¼�Ç ÈÉ�¹ÊË<=�7�¹Ê8��!�ÌÍ�Î\�>?�]^�Ï8��7 }̧~��Ð� ÑÒ�Ó�Ô��ÕÖ�×'2ØÙ�Ú}~ÛÜ� ÑÒ�Ó�Ô��ÕÖ�×'2ØÙ�Ú}~ÛÜ� �ÝÞÝÞ�ÝÇ ÈßËà�_�¨AáTâ�· �Ð� ãäåæ� ��·ç� Å�Æ¼
�ÞèCÝéÞÞÝ�ÞéÞÅ�Æ¼
��èêëì
CÝéÞÞÝ�Þéë�ÝÞ�í��Ç È�î«[�ï�ðñÆòÐ� óôõö;¿ô÷ø� ���Â� Å�Æ¼
�ÞèCÝìë����ÞêÅ�Æ¼
��èêëì
CÝìë����Þê�ÝÞ�C�CÇ Èù½úú½û�üýþ��þ��É������Q��©É�����Él 	̧��Í
���:��
�º��Ð� ����;����;����� ���� Å�Æ¼
�ÞèCëíì��ìÞêCÅ�Æ¼
��èêëì
Cëíì��ìÞêí�ÝÞ�ë�íÇ È�����Q��É�ÝÞÝÞÐ� � !� "#Æ�� Å�Æ¼
�ÞèCÝêé�ÞííééÅ�Æ¼
��èêëì
CÝêé�ÞííéC�ÝÞÝÞ�éÇ È��É�1$%Zv°�&'X()�$�*+%$É�,-.R1m/h&;�0��GHÎ11¦2�Év°3Ð� 4567� ���� Å�Æ¼
�ÞèCëíì��é�ìíÅ�Æ¼
��èêëì
Cëíì��é�ì��ÝÞÝÞ�ëÇ ÈZ893��É��´Ô
��áQ:;.QR:�(Él<=Ð� !>?@� "A�µB��� Å�Æ¼
�ÞèCëìCêíCÝêíÅ�Æ¼
��èêëì
CëìCêíCÝêÝ�ÝÞ�Þ�ÏCcQD

112



��������	
��
������
������
��������������� � ! "# ��$% &' ()*+",-. /0/-10210/345� 6"#� 78� 9:'�/0;� -0</=>--<;=�?�@��� ABCDEFGHD-�IJKLM78NOPQRS�TUVWXYZ�� [\]�̂ _`a�bcR�def�ghiBjklm1n-0opqrst�� u>->;5vwxy
u>/>-5vwxyz
u>;>-5vyz
u>{>/5|}�u>~>-5vwxy
�>/>/5vw
�>;>-5vw
�>;>/5v
�>;>;5wxy
�>->-5>3-5�/. /0/-10210/345� 	"#� 78� 9:'�/0;� -/<;0>-;<{0�?�@��� ABCDEFGHD/�����
ADl�DIJKLM78Nt��TUVWXYZ�� `a�bcR�def�ghiBjklm1n-0opqrst�� u>->;5vwxy
u>/>-5vwxyz
u>;>-5vyz
u>{>/5|}�u>~>-5vwxy
�>/>/5vw
�>;>-5vw
�>;>/5v
�>;>;5wxy
�>->-5>3-5�;. /0/-10210=3 5� �"#� 78� 9:'�;0-� 0�<00>-0<-0�?�@��� IJKLM78������Q�����TUVWXYZ�� cR�def�ghiBjklm1n-0opqrst�� u>�>-5z
�>/>/5vw�{. /0/-10210=3 5� 6"#� 78� 9:'�;0-� -0</=>--<;=�?�@��� IJKLM78/�����Q�����TUVWXYZ�� cR�def�ghiBjklm1n-0opqrst�� u>�>-5z
�>/>/5vw�=. /0/-10210=3 5� 	"#� 78� 9:'�;0-� -/<;0>-;<{0�?�@��� IJKLM78;�����Q������F�����TUVWXYZ�� `a�bcR�def�ghiBjklm1n-0opqrst�� u>/>-5vwxyz
u>�>-5z
�>/>/5vw�~. /0/-10210=3 5� �"#� 78� 9:'�;0-� -;<==>-=<0=�?�@��� IJKLM78{�����Q������F�����TUVWXYZ�� `a�bcR�def�
113



��������	
��
������� ����������������������������� ! ����	� 	�"#$�� %&'� ()� *+,�-��� �".�"��/.�"�0123�� 45678()"�9:;<=>?@A�BCDEFGH�� IJ�KLM���������	
��
������� N�O�O������P! ����	� 	�/#Q�� R&'� ()� *+,�-��� ��.�����.���0123�� 45678()/�STUVWXYZ[�BCDEFGH�� IJ�KLM���������	
��
������� N�O�O�������! ����	� 	�/#Q�� \&'� ()� *+,�-��� ��.�"���.-"�0123�� 45678() �STUVWXYZ[�BCDEFGH�� IJ�KLM���������	
��
������� N�O�O��������! ����	� 	�/#Q�� ]&'� ()� *+,�-��� ��.-���-.O��0123�� 45678()P�STUVWXYZ[̂ _A àbc�BCDEFGH�� de�fIJ�KLM���������	
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［「至誠と愛」の実践学修］ 

科目責任者：西村 勝治（精神医学）  

 

東京女子医科大学医学部 

「至誠と愛」の実践学修到達目標 

 

医学生の人間関係（態度・習慣・マナー・コミュニケーションおよび人間関係に関連する技能） 

の到達目標を示す。 

卒前教育の中で卒後の目標として俯瞰すべき到達目標は、＊印を付して示す。 

 

到達目標の概略（構造）を以下に示す。次ページに示すのが全文で、具体的到達目標が述べら 

れている。 

 

概略（構造） 

Ⅰ 習慣・マナー・こころ 

A 人として・医学生として 

1. 人間性 

2. 態度 

3. 人間関係 

4. 一般社会・科学に於ける倫理 

B 医師（医人）として 

1. 医人としての人間性 

2. 医人としての態度 

3. 医人としての人間関係 

4. 医療の実践における倫理 

5. 女性医師の資質 

Ⅱ 技能・工夫・努力 

A 人と人との信頼 

1. 人としての基本的コミュニケーション 

2. 医人としての基本的コミュニケーション 

3. 医療面接におけるコミュニケーション 

4. 身体診察・検査におけるコミュニケーション 

5. 医療における説明・情報提供 

B 信頼できる情報の発信と交換 

1. 診療情報 

2. 医療安全管理 
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「至誠と愛」の実践学修到達目標全文 

Ⅰ 習慣・マナー・こころ 

A 人として・医学生として 

1. 人間性 

（自分） 

1） 生きていることの意味・ありがたさを表現できる。 

2） 人生における今の自分の立場を認識できる。 

3） 自分の特性や価値観を認識し伸ばすことができる。 

（他者の受け入れ） 

4） 他の人の話を聴き理解することができる。 

5） 他の人の特性や価値観を受け入れることができる。 

6） 他の人の喜びや苦しみを理解できる。 

7） 温かいこころをもって人に接することができる。 

8） 人の死の意味を理解できる。 

（自分と周囲との調和） 

9） 自分の振る舞い・言動の他者への影響を考えることができる。 

10） 他の人に適切な共感的態度が取れる。 

11） 他の人と心を開いて話し合うことができる。 

12） 他の人の苦しみ・悲しみを癒すように行動できる。 

13） 他の人に役立つことを実践することができる。 

2. 態度 

（人・社会人として） 

14） 場に即した礼儀作法で振舞える。 

15） 自分の行動に適切な自己評価ができ、改善のための具体的方策を立てることがで 

きる。 

16） 自分の振る舞いに示唆・注意を受けたとき、受け入れることができる。 

17） 自分の考えを論理的に整理し、分かりやすく表現し主張できる。 

18） 話し合いにより相反する意見に対処し、解決することができる。 

（医学を学ぶものとして） 

19） 人間に関して興味と関心を持てる。 

20） 自然現象・科学に興味と好奇心を持てる。 

21） 学修目的・学修方法・評価法を認識して学修できる。 

22） 動機・目標を持って自己研鑽できる。 

23） 要点を踏まえて他の人に説明できる。 

24） 社会に奉仕・貢献する姿勢を示すことができる。 

3. 人間関係 

（人・社会人として） 

25） 人間関係の大切さを認識し、積極的に対話ができる。 

26） 学生生活・社会において良好な人間関係を築くことができる。 

27） 信頼に基づく人間関係を確立できる。 

28） 対立する考えの中で冷静に振舞える。 

（医学を学ぶものとして） 

29） 共通の目的を達成するために協調できる。 

30） 対立する考えの中で歩み寄ることができる。 

4. 一般社会・科学に於ける倫理 
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（社会倫理） 

31） 社会人としての常識・マナーを理解し実践できる。 

32） 法を遵守する意義について説明できる。 

33） 自分の行動の倫理性について評価できる。 

34） 自分の行動を倫理的に律することができる。 

35） 個人情報保護を実践できる。 

36） 他の人・社会の倫理性について評価できる。 

（科学倫理） 

37） 科学研究の重要性と問題点を倫理面から考え評価できる。 

38） 科学研究上の倫理を説明し実践できる。 

39） 動物を用いた実習・研究の倫理を説明し実践できる。 

40） 個々の科学研究の倫理性について評価できる。 

B 医師（医人）として 

1. 医人としての人間性 

（自己） 

1） 健康と病気の概念を説明できる。 

2） 医療・公衆衛生における医師の役割を説明できる。 

3） 自己の医の実践のロールモデルを挙げることができる。 

4） 患者／家族のニーズを説明できる。 

5） 生の喜びを感じることができる。 

6） 誕生の喜びを感じることができる。 

7） 死を含む Bad news の受容過程を説明できる。 

8） 個人・宗教・民族間の死生観・価値観の違いを理解できる。 

（患者・家族） 

9） 診療を受ける患者の心理を理解できる。 

10） 患者医師関係の特殊性について説明できる。 

11） 患者の個人的、社会的背景が異なってもわけへだてなく対応できる。 

12） 医師には能力と環境により診断と治療の限界があることを認識して医療を実践で 

きる。 

13） 病者を癒すことの喜びを感じることができる。 

14） 家族の絆を理解できる。 

15） 親が子供を思う気持ちが理解できる。 

16） 死を含む Bad news を受けた患者・家族の心理を理解できる。 

17） 患者を見捨てない気持ちを維持できる。 

（チーム医療、社会） 

18） 医行為は社会に説明されるものであることを理解できる。 

19） 医の実践が、さまざまな社会現象（国際情勢・自然災害・社会の風潮など）のな 

かで行われることを理解できる。 

2. 医人としての態度 

（自己） 

1） 医療行為が患者と医師の契約的な関係に基づいていることを説明できる。 

2） 臨床能力を構成する要素を説明できる。 

3） チーム医療を説明できる。 

4） 患者の自己決定権を説明できる。 

5） 患者による医療の評価の重要性を説明できる。 

6） 多様な価値観を理解することができる。 
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（患者・家族） 

7） 傾聴することができる。 

8） 共感を持って接することができる。 

9） 自己決定を支援することができる。 

10） 心理的社会的背景を把握し、抱える問題点を抽出・整理できる。（Narrative-based 

medicine, NBM） 

11） 患者から学ぶことができる。 

12） 患者の人権と尊厳を守りながら診療を行える。 

13） 終末期の患者の自己決定権を理解することができる。 

14） 患者が自己決定権を行使できない場合を判断できる。 

15） 患者満足度を判断しながら医療を行える。＊ 

（チーム医療、社会） 

16） 医療チームの一員として医療を行える。 

17） 必要に応じて医療チームを主導できる。＊ 

18） クリニカル・パスを説明できる。 

19） 医療行為を評価しチーム内の他者に示唆できる。＊ 

20） トリアージが実践できる。 

21） 不測の状況・事故の際の適切な態度を説明できる。 

22） 事故・医療ミスがおきたときに適切な行動をとることができる。＊ 

23） 社会的な奉仕の気持ちを持つことができる。 

24） 特殊な状況（僻地、国際医療）、困難な環境（災害、戦争、テロ）でチーム医療を 

実践できる。＊ 

3. 医人としての人間関係 

（自己） 

1） 患者医師関係の歴史的変遷を概説できる。 

2） 患者とのラポールについて説明できる。 

3） 医療チームにおける共（協）働（コラボレーション）について説明できる。 

（患者・家族） 

4） 医療におけるラポールの形成ができる。 

5） 患者や家族と信頼関係を築くことができる。 

6） 患者解釈モデルを実践できる。 

（チーム医療、社会） 

7） 患者医師関係を評価できる。 

8） 医療チームメンバーの役割を理解して医療を行うことができる。 

9） 360 度評価を実践できる。＊ 

4. 医療の実践における倫理 

（自己） 

1） 医の倫理について概説し、基本的な規範を説明できる。 

2） 患者の基本的権利について説明できる。 

3） 患者の個人情報を守秘することができる。 

4） 生命倫理について概説できる。 

5） 生命倫理の歴史的変遷を概説できる。 

6） 臨床研究の倫理を説明できる。 

（患者・家族） 

7） 医学的適応・患者の希望・QOL・患者背景を考慮した臨床判断を実践できる。 

8） 事前指示・DNR 指示に配慮した臨床判断を実践できる。＊ 
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（チーム医療、社会） 

9） 自分の持つ理念と医療倫理・生命倫理・社会倫理との矛盾を認識できる。 

10） 自己が行った医療の倫理的配慮を社会に説明できる。 

11） 臨床研究の倫理に基づく臨床試験を計画・実施できる。＊ 

12） 医療および臨床試験の倫理を評価できる。＊ 

5. 女性医師の資質・特徴 

（自己） 

1） 東京女子医科大学創立の精神を述べることができる。 

2） 女性と男性の心理・社会的相違点を説明できる。 

3） 女性のライフ・サイクルの特徴を説明できる。 

4） 女性のライフ・サイクルのなかで医師のキャリア開発を計画できる。 

（患者・家族） 

5） 同性の医師に診療を受けることの女性の気持ちを理解する。 

6） 異性の医師の診療を受ける患者心理（恐怖心・羞恥心・葛藤）を説明できる。 

7） 女性が同性の患者教育をする意義を説明できる。 

（チーム医療、社会） 

8） 保健・公衆衛生における女性の役割を述べることができる。 

9） 女性組織のなかでリーダーシップ・パートナーシップをとることができる。 

10） 男女混合組織の中でリーダーシップ・パートナーシップをとることができる。 

11） 女性医師としての保健・公衆衛生の役割を実践できる。＊ 

 

Ⅱ 技能・工夫・努力 

A 人と人との信頼 

1. 人としての基本的コミュニケーション 

（自己表現） 

1） 挨拶、自己紹介ができる。 

2） コミュニケーションの概念・技能（スキル）を説明できる。 

3） 言語的、準言語的、および非言語的コミュニケーションについて説明できる。 

4） 自分の考え、意見、気持ちを話すことができる。 

5） 様々な情報交換の手段（文書・電話・e メールなど）の特性を理解し適切に活用が 

できる。 

（対同僚・友人・教員） 

6） 年齢・職業など立場の異なる人と適切な会話ができる。 

7） 相手の考え、意見、気持ちを聞くことができる。 

8） 同僚に正確に情報を伝達できる。 

9） 他の人からの情報を、第 3 者に説明することができる。 

2. 医人として基本的コミュニケーション 

（対患者・家族） 

1） 患者に分かりやすい言葉で説明できる。 

2） 患者と話すときに非言語的コミュニケーション能力を活用できる。 

3） 患者の状態・気持ちに合わせた対話が行える。 

4） 患者の非言語的コミュニケーションがわかる。 

5） 小児・高齢の患者の話を聞きくことができる。 

6） 障害を持つ人（知的・身体的・精神的）の話を聞くことができる。 

7） 家族の話を聞くことができる。 

8） 患者・家族の不安を理解し拒否的反応の理由を聞き出すことができる。 
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（対医療チーム・社会） 

9） チーム医療のなかで、自分と相手の立場を理解して情報交換（報告、連絡、相談） 

ができる。 

10） 医療連携のなかで情報交換ができる。 

11） 救急・事故・災害時の医療連携で情報交換が行える。＊ 

12） 社会あるいは患者関係者から照会があったとき、患者の個人情報保護に配慮した 

適切な対応ができる。 

3. 医療面接におけるコミュニケーション 

（基本的技能） 

1） 自己紹介を含む挨拶を励行できる。 

2） 基本的医療面接法を具体的に説明し、実践できる。 

3） 患者の人間性（尊厳）に配慮した医療面接が行える。 

4） 患者の不安な気持ちに配慮した医療面接を行える。 

5） 共感的声かけができる。 

6） 診察終了時に、適切な送り出しの気持ちを表現できる。 

7） 適切な環境を設定できる。 

（高次的技能） 

8） 小児の医療面接を行える。 

9） 高齢者の医療面接を行える。 

10） 患者とのコミュニケーションに配慮しながら診療録を記載できる。 

4. 身体診察・検査におけるコミュニケーション 

（基本的技能） 

1） 身体診察・検査の必要性とそれに伴う苦痛・不快感を理解して患者と接すること 

ができる。 

2） 身体診察・検査の目的と方法を患者に説明できる。 

3） 説明しながら診察・検査を行うことができる。 

4） 患者の安楽に配慮しながら診察・検査ができる。 

5） 診察・検査結果を患者に説明できる。 

（高次的技能） 

6） 患者の抵抗感、プライバシー、羞恥心に配慮した声かけと診察・検査の実践がで 

きる。 

7） 検査の目的・方法・危険性について口頭で説明し、書面で同意を得ることができる。 

5. 医療における説明・情報提供 

（基本的技能） 

1） 医療における説明義務の意味と必要性を説明できる。 

2） インフォームド・コンセントの定義と必要性を説明できる。 

3） 患者にとって必要な情報を整理し、分かりやすい言葉で表現できる。 

4） 説明を行うための適切な時期、場所と機会に配慮できる。 

5） 説明を受ける患者の心理状態や理解度について配慮できる。 

6） 患者に診断過程の説明を行うことができる。 

7） 患者に治療計画について説明を行い、相談して、同意を得ることができる。 

8） 患者に医療の不確実性について説明することができる。 

9） 患者に EBM（Evidence Based Medicine）に基づく情報を説明できる。 

10）セカンドオピニオンの目的と意義を説明できる。 

（高次的技能） 

11） 患者の行動変容に沿った説明・情報提供ができる。 
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12） 患者の質問に適切に答え、拒否的反応にも柔軟に対応できる。 

13） 患者の不安を理解し拒否的反応の理由を聞き出すことができる。＊ 

14） 患者の受容に配慮した Badnews の告知ができる。＊ 

15） 家族の気持ちに配慮した死亡宣告を行うことができる。＊ 

16） 家族の気持ちに配慮した脳死宣告を行うことができる。＊ 

17） 特殊な背景を持つ患者・家族への説明・情報提供ができる。＊ 

18） セカンドオピニオンを求められたときに適切に対応できる。＊ 

19） 先進医療・臓器移植について説明を行い、同意を得ることができる。＊ 

20） 臨床試験・治験の説明を行い、同意を得ることができる。＊ 

 

B 信頼できる情報の発信と交換 

1. 診療情報 

（基本的技能） 

1） POMR に基づく診療録を作成できる。 

2） 診療録の開示を適切に行える。 

3） 処方箋の正しい書き方を理解している。 

4） 診療情報の守秘を実践できる。 

（高次的技能） 

5） 病歴要約を作成できる。 

6） 紹介状・診療情報提供書を作成できる。 

7） 医療連携のため適切に情報を伝達できる。 

8） 診療情報の守秘義務が破綻する場合を説明できる。 

2. 医療安全管理 

（基本的技能） 

1） 医療安全管理について概説できる。 

2） 医療事故はどのような状況で起こりやすいか説明できる。 

3） 医療安全管理に配慮した行動ができる。 

4） 医薬品・医療機器の添付資料や安全情報を活用できる。 

（高次的技能） 

5） 医療事故発生時の対応を説明できる。 

6） 災害発生時の医療対応を説明できる。 
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「至誠と愛」の実践学修の概要 

【６本の柱】 

（1）専門職としての態度、マナー、コミュニケーション能力（患者を理解する力、支持する力、 

意志を通わす力、患者医師関係） 

（2）専門職としての使命感（医学と社会に奉仕する力） 

（3）医療におけるリーダーシップ・パートナーシップ 

（4）医療人としての倫理―解釈と判断（法と倫理に基づく実践力） 

（5）女性医師のキャリア・ライフサイクル（医師として、女性医師として生涯研鑽する姿勢） 

（6）自校の理念、歴史を知る（自校教育） 

 ６本の柱 

S7：「至誠と愛」の実践学修 7 （1） （2） （3） （4） （5） （6） 
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S8：「至誠と愛」の実践学修 8 （1） （2） （3） （4） （5） （6） 
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セグメント 9 へ続く 
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「至誠と愛」の実践学修 7  

 

Ⅰ. 講 義    塚原 富士子 

医学研究と倫理(大学院について) 
 

医学部卒業後、研究者としての能力を涵養するために、本学には大学院医学研究科が設置されている。本講

義では、研究マインドの重要性と大学院の意義と制度を説明するとともに、研究不正、利益相反、個人情報な

どに関する研究倫理を含めて、医学研究に携わる心構えを説く。 

 

Ⅱ. 講 義    篠崎 和美、佐藤 加代子、福屋 泰子 

キャリアを考える（13）「大学病院における臨床医」 
 

研修医の期間を終えたのち、病院で臨床医として勤務する医師は数多い。そのような臨床医の日頃の診療現

場における活躍、資格取得への道のり、留学や学位の取得など研究活動などについて、様々な分野の本学女性

医師の先輩たちから学ぶ。 

東京女子医大病院に勤務する異なる専門分野の３名の女性医師がそれぞれの分野についてミニレクチャー

後、フロアと意見交換を行う。 

 

Ⅲ. 講 義    中島 豪 

緩和ケア 
 

がんに限らず、積極的治療が無効となった患者さんが最期を迎えるまでの全人的苦痛を知る機会としていた

だきたい。身体的苦痛だけでなく、精神的・社会的・霊的苦痛をすべて包含する全人的苦痛と、それに対応す

べき「がんと診断された時からの緩和医療」の基本を学んでほしい。さらに、最期を迎えるべき場所としての

在宅医療、あるいはホスピスとは何か、そこでは何ができるのかまで知っていただきたい。 

 

Ⅳ. 講 義    石黒 直子、小川 久貴子、村崎 かがり、清水 洋子、 

社会規範教育（3）   宮田 麻里子、吉武 久美子、西村 勝治、諏訪 茂樹 
 

本学の建学の精神に謳われている「人格を陶冶（とうや）」することを目的として、①自校教育、②挨拶の重

要性、③ボランティア精神、④掃除道、⑤医療人としての考え方「社会規範について」、⑥共感･信頼関係の形

成法の 6 つの要素について学び、各自が行動目標を立て、実践する。 

 

Ⅴ. 講 義    矢口 有乃 

災害医療（1） 
 

大規模事故や災害時の対応として災害医療支援の基本を体系的に理解し、医学生、医師の mission と行動様

式を学ぶ。また人道的支援の概念を習得することにより、一般市民として、医学生として、将来医師としての

災害医療の関わりを学ぶ。 

 

Ⅵ. 講 義    青木 雅子 

医療コミュニケーション（13）「EBM と NBM」 
 

医学をひと通り学び、病院臨床実習へむけての準備期間にもあたるこの時期、医学の基礎知識を大いに吸収
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する時であるが、「医学と医療」、「病気と病人」、「科学的根拠のみをふりかざしても解決できないこと」など

も学ぶ機会としてほしい。Evidence Based Medicine(EBM) と Narrative Based Medicine(NBM)の差を考え

ることを切り口として、現代医学における EBM 偏重に潜む問題点に気づき、さらに NBM の考えを取り入れ

ることにより医学が医療へと拡がっていくことを学ぶ。 

医者が正しいことを言えば患者が言うことを聞くだろうか？自然科学的に考えると意味がないことの中に

も患者の持つ story があり、それを医療者は受け入れていかなければならない。 

 

Ⅶ. 講 義    小國 弘量 

生命倫理（1）「終末期ケアの理論」 
 

生命倫理の伝統的 4 原則と、近年重要視されている患者の「自己決定権」について学ぶ。これらは、インフ

ォームド・コンセントや、終末医療における尊厳死などに反映されている。安楽死・尊厳死の定義とその歴史、

医事訴訟、両者の違いなどを整理し解説する。これらの海外での法的整備状況、わが国での尊厳死の法制化問

題についても言及する。脳死の定義、植物状態との違い、近年改正された臓器移植法について理解を深める。

尊厳死に関して、実際の臨床例を呈示する。 

 

Ⅷ. 講 義    赤穂 理恵 

患者中心医療 
 

患者は、病気やケガを治すために病院を受診し、医師は最善の医療を提供して、病気やケガを治そうとする。

医師は十分な説明、患者の同意の上で検査や治療を行うことになるが、その際に患者が病態や治療について、

どのように思っているか、考えているかを理解しなければならない。医師が医療における客観性や確実性を追

究するあまり、患者の心理的な背景と意思を軽視してしまうことがないように、医師が持つべきコミュニケー

ション力について学ぶ場とする。 

 

Ⅸ. 講 義    加藤 多津子 

患者安全学 
 

医療における患者安全の重要性は国内外でもますます高まっており、知識を実際に実践行動に結び付けてい

くことが求められている。ここでは今までに学修してきた患者安全の基本的な知識を駆使し、模擬事例につい

て原因分析や再発防止策につき、討議を通じて学んでいく。 

   

Ⅹ. 講 義    長坂 安子 

キャリアを考える（14）「海外における卒後臨床研修」 
 

海外で卒後臨床研修を行うことは、語学の問題や帰国後の処遇に対する不安などさまざまな困難を伴う。し

かし、その一方、異文化を学ぶ機会、外国における患者・医師関係など経験しなければ身につかない貴重な経

験を手に入れることができる。米国における臨床研修は日本と異なり、専門診療科のレジデントへのマッチン

グ試験に始まる。したがって、すでにどの道に進むか決めていなければならない。診療科により人気・不人気

があり、外国の医学部出身者が入りやすい診療科とそうでない科が歴然としている。ヨーロッパにおいては、

米国とは異なり、日本の医師免許を翻訳すれば臨床が可能な国もある。いずれにしても、母国にいるよりは研

修が大変であるが、若いうちに経験することは得難い体験である。 

 卒後すぐ外国に研修医として出る人は少ない。本学でもひととおり研修を終え、さらに自分の専門診療科
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を決めた後に海外に出ていった先輩は何名かいる。今回は、米国ボストンにあるマサチューセッツ総合病院の

麻酔科で活躍してこられた長坂安子先生にご自分の体験談をお話しいただく。 

 

Ⅺ. 講 義    佐藤 麻子 

ハラスメント 
 

ハラスメントとは、ある人や集団が対象となる人や集団に嫌がらせをしたり、苦しめたり、あるいは加害者

が被害者の意に反し、不快なことをすることを言う。セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント、

アカデミック・ハラスメント等の重要な概念を理解し、ハラスメントの結果生じうる精神健康被害や関連法規

などを学ぶ。また、自らがその被害者、あるいは加害者とならないための予防、あるいはなってしまった場合

の対処法について考える。 

 

Ⅻ. 講 義    西村 勝治 

生命倫理（2）「終末期ケアの臨床」 
 
死にゆく人に対して医療従事者は何が出来るのか、どのようなケアが望ましいのか？ターミナルケアにおい

て必然的に生じるこれらの問いに対して、学生ひとりひとりが考えを深めるために、 

以下のテーマについて学ぶ。（1）死にゆく人の心理（キューブラ―・ロスの 5 段階説を起点として）、（2）

「望ましい死（good death）」という概念（患者、家族が望む死のあり方や死にゆくプロセスの質）、（3）死に

ゆく人の霊的、実存的苦痛（個人としての生き方やその意味に関する苦痛）、（4）ターミナルケアにおいて直

面する倫理的問題（鎮静、安楽死、医師による自殺幇助など）、（5）死にゆく人の家族の心理、遺族の心理。 

 

到達目標 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ. 医学研究と倫理(大学院に

ついて) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ. キャリアを考える (13) 

「大学病院における臨床医」 

 

 

 

 

 

1. 大学院の意義 

 

2. 本学の制度・研究施設 

 

 

 

3. 研究倫理 

 

 

 

 

1. 総合病院における臨床の現場 

 

2. 資格取得 

3. 研究活動 

 

 

4. ライフワークバランス 

1） 研究能力の修得 

2） 研究手法の修得 

1） 医学研究科（博士課程） 

2） カリキュラム・単位・学位 

3） 基礎研究医養成プログラム 

4) 研究施設 

1） 研究に携わる者の行動規範 

2） 研究不正とその対処 

3) 利益相反 

4) 個人情報 

 

1) 外科系 

2) 内科系 

1) 認定医、専門医、指導医 

1) 学会活動 

2) 学位取得 

3) 留学 

1) 女性医師としてのキャリアライフ
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Ⅲ. 緩和ケア 

 

 

 

 

Ⅳ. 社会規範教育（３） 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ. 災害医療（1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ. 医療コミュニケーション (13) 

「EBM と NBM」 

 

 

 

 

Ⅶ. 生命倫理 (1) 

「終末期ケアの理論」 

 

 

 

 

 

 

Ⅷ. 患者中心医療 

 

 

 

 

 

1. ターミナルケア１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 災害医療支援の基本 

 

 

 

 

2. 人道的支援 

 

 

 

1. 病気と病人 

 

2. 良好な患者・医師コミュニケーシ

ョン 

3. 医療の不確実性 

 

1. 医の倫理 

 

2. 医師と患者および家族との関係 

 

3. ターミナルケア２ 

 

 

 

1. 患者の権利 

2. 医師の義務と裁量 

3. インフォームドコンセント 

 

サイクル 

 

1) 身体的苦痛の除去 

2) 精神的・社会的苦痛の除去 

3) 在宅医療 

4) ホスピス 

 

1) 自校教育 

2) 挨拶の重要性 

3) ボランティア精神 

4) 掃除道 

5) 医療人としての考え方「社会規範

について」 

6) 共感･信頼関係の形成法 

 

1） 大規模事故、災害時の体系的な

対応 

2） CSCATTT 

3） 医学生、医師としての mission を

学ぶ 

1） 人道的支援の概念を学ぶ 

2） WHO、国際赤十字の人道支援を

知る 

 

1) EBM 

2) NBM 

1) 傾聴 

2) story の存在 

1). 共生 

 

1) 医の倫理に関する規定 

2) 自己決定権 

1) インフォームド・コンセント 

2) 医事訴訟 

1) 安楽死問題 

2) 尊厳死 

3) 法的整備 

 

1) 基本的権利 

2) 法的義務 

3) コミュニケーション能力 

4) パートナーシップ 
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Ⅸ. 患者安全学 

 

 

Ⅹ. キャリアを考える (14) 

「海外における卒後臨床研修」 

 

Ⅺ. ハラスメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅻ .ターミナルケアからみた臨床

死生学 

 

 

 

 

 

 

1. 患者安全学の基礎 

2. 模擬事例 

 

1. 海外での研修制度 

 

 

1． ハラスメントの概念 

2． セクシュアル・ハラスメント 

 

 

3． パワー・ハラスメント 

4． アカデミック・ハラスメント 

5． ハラスメントの生じやすい場所 

6． ハラスメントによって生じること

のある精神健康障害 

7． ハラスメント対策 

8． ハラスメント予防 

9． その他の重要な概念 

 

 

1. 死にゆく人の心理 

2. 死のあり方、死のプロセスの質 

3. 死にゆく人の全人的苦痛 

4. ターミナルケアにおける倫理的

問題 

5. 死にゆく人の家族、遺族 

 

 

1) 原因分析 

2) 再発防止策 

 

1） 米国でのレジデント制度 

2） 異文化の中で生活するには 

 

 

1） セクシュアル・ハラスメントの歴史 

2） 男女雇用機会均等法におけるセ

クシュアル・ハラスメント 

 

 

 

 

 

 

 

1） モラルハラスメント 

2） ヘイトスピーチ 

 

1） キューブラ―・ロスの 5 段階説 

1) 「望ましい死（good death）」 

1） 霊的、実存的苦痛 

1） 鎮静 

2） 安楽死、医師による自殺幇助 

1） 家族の心理的苦痛 

2） 遺族の心理的苦痛 
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行事     学長、肥塚直美、石黒直子、佐藤麻子、宮田麻理子、 

女性医師・研究者支援シンポジウム 本多祥子、村崎かがり、佐藤 梓 

 

Ⅰ.女性研究者研究発表 

女性医療人キャリア形成センターの女性医師・研究者支援部門における各種研究支援制度の対象である女性

研究者が、自身のキャリアと支援対象となった研究についての発表を行う。研究発表から、女性がライフイベ

ントを抱えながら、研究を続け医師としてのキャリアを形成している姿を身近に感じ、自らのキャリア形成を

考える機会とすることを目的とする。 

 

Ⅱ.医学部生研究発表 

医学部 3 年時に実施した研究プロジェクトでの研究成果を、医学部 4 年生の学生が発表する。研究発表か

ら、クラスメイト達が実施した研究内容について学修する他、今後医師として遭遇する様々な問題に対して真

摯に向き合うための科学的精神（研究マインド）について、再度認識することを目的とする。 

 

Ⅲ.講演 

学生時代のみでなく、女性医師・研究者としてキャリアを形成する中で必要となる様々なスキルについての

講演をいただく。女性医療人として身に着けておきたいスキルや、常にスキルアップしていくことの重要性を

理解することを目的とする。 

 

到達目標 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ. 女性医師・研究者支援シン

ポジウム 

ⅰ. 医師としての習慣・マナー・こ

ころ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ. 科学的探究 

 

 

1. 医学を学ぶ者としての態度 

 

 

 

 

 

2. 一般社会に於ける倫理 

 

3. 女性医師の資質・特徴 

 

 

 

 

1. 医学研究への志向の涵養 

 

 

1) 人間に関して興味と関心を持

てる。 

2) 自然現象・科学に興味と好奇

心を持てる。 

3） 要点を踏まえて他の人に説

明できる。 

1) 社会人としての常識・マナー

を理解し実践できる。 

1) 女性のライフ・サイクルの特徴

を説明できる。 

2) 女性のライフ・サイクルの中で

医師のキャリア開発を計画で

きる。 

1） 研究は、医学・医療の発展や

患者の利益の増進を目的とし

て行われるべきことを説明で

きる。 
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〔情報処理・統計〕 

 

科目責任者：岩﨑 直子（成人医学センター） 

 

大 項 目 中 項 目 小 項 目 

Ⅰ. 社会と医学・医療 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. 統計の基礎と統計手法の適応 

 
 
 
 
 
 
2. 疫学と予防医学 
 
 
 
3. 根拠に基づいた医療<EBM> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4．診療ガイドラインと診療にお
ける応用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5．医師の裁量権 
 

1)  偶然誤差、系統誤差 
2)  選択バイアス、情報バイア    
  ス 
3)  交絡、交絡の調整方法 
4)  因果関係の判定 
5)  信頼性、妥当性 
 
1）罹患率と発生割合 
2) 疫学とその応用 
3) 予防医学 
 
1) EBM の 5 つのステップ 
2)  <PICO(PECO)>を用いた問題
の定型化 
3)  研究デザインの種類、介入
研究の種類 
4) データベースからのエビデ
ンス 
5) 診療ガイドラインの使用法 
6) 診療ガイドラインの推奨度  
7) 情報の批判的吟味 
 
1) ANCA 関連血管炎 
2) 慢性腎不全 
3) CKD 
4) 慢性糸球体腎炎症候群 
5) ネフローゼ症候群 
6) NASH 
7) 呼吸器アレルギー性疾患 
8) 脳血管障害 
9) 癌の診断と治療、転移 
10) 腫瘍のグレードとステージ 
11）肺腫瘍の外科療法 
12）循環器疾患 
13）糖尿病 
14）腹部外科疾患 
 
1) 適応外使用 
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〔国際コミュニケーション〕 

 

                科目責任者： 杉下 智彦 （国際環境・熱帯医学） 

講義担当者：遠藤 美香、森景 真紀 他     

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ .ケースサマリ

ーの書き方  

 

 

Ⅱ .医学英語の継

続的語彙学修 

 

 

 

Ⅲ .英語で学ぶ医

学的知識 

1. patient notesの取り方  

ケースサマリーの書き方 

 

 

1. e-learning 

 

 

 

 

1. 臨床医学の他、社会医学 

分野に関しても、英語の 

レクチャーを聴く 

 

1) ケースサマリーの書き方の講義をうけ、実際に

書くという演習を行う。 

 

 

1）e-learning プログラムを使用し英語医学専門用

語の自己学修を継続的に行い、講義時に行われる語

彙テストによって、達成度を評価する。 

 

 

1） ネイティブのドクターによる英語のレクチャー

を聴き、医学の知識・教養を増やすとともに、積極

的に発言をして、コミュニケーション能力を高め

る。 
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［基本的・医学的表現技術］ 

 

 

大 項 目 中 項 目 小 項 目 

Ⅰ．診療情報 1．診療録、医療記録 1）診療録・医療記録の作成 

    2）診療録の管理及び保存 

    3）診療情報の開示、プライバシー保護 

  2．診療に関する諸記録 1）処方箋 

    2）手術記録 

    3）検査所見記録 

    4）入院診療計画書 

    5）画像記録 

    6）退院時要約 

Ⅱ．諸証明書 1．診断書、検案書、証明書 1）診断書 

    2）出生証明書 

    3）死産証書 

    4）死胎検案書 

    5）死亡診断書 

    6）死体検案書 
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基礎研究医養成プログラム 
 

 
（趣旨） 

第１条 本規程は、東京女子医科大学（以下「本学」という。）大学院学則（以下「大学院学則」と

いう。）第８および９条関係「履修方法に関する内規」に関し、本学の医学部学生（以下「学生」

という。」で本学の基礎医学系大学院への進学を希望する者に対する仮単位履修制度の取り扱いに

関し必要な事項を定める。 

 

（名称） 

第２条 本履修制度を「基礎研究医養成プログラム」と称する。 

２．「基礎研究医養成プログラム」登録を行った者は、医学部在学中より本学医学研究科大学院の単

位を仮単位として履修し、初期臨床研修の２年間を大学院の１〜２年次と兼ねることができる。 

 

（目的） 

第３条 本プログラムは、医学部在学中に医学部のカリキュラムと並行して大学院医学研究科の教育

を受け、研究マインドを醸成し、基礎医学系の研究者を育成することを目的とする。 

 

（資格） 

第４条 以下の資格条件を満たすものを対象とする。 

(1) 本学医学部の 3年から 6年次に在籍する学生。 

(2) 所属を希望する本学基礎医学系講座の教授・講座主任（機能学系、形態学系、社会医学系）

または先端生命医科学系専攻の大学院教授から推薦のあった者 

(3) 原則として初期臨床研修を東京女子医科大学内の病院で行う予定の者。ただし、教務委員会

が認めればその限りでない。 

 

（定員） 

第５条 各講座（または専攻）につき若干名（指導する基礎医学系講座の教授・講座主任または先端

生命医科学系専攻の大学院教授の判断による）。 

 

（登録） 

第６条 本プログラムの履修を希望する者は、所属を希望する分野の指導予定教授の許可を経て次の

書類を学務課に提出しなければならない。 

(1) 基礎研究医養成プログラム登録申請書 

(2) 所属を希望する分野の指導予定教授の推薦書 

 

（登録許諾） 

第７条 教務委員会において、書類審査及び必要に応じて面接（志望者および当該教授・講座主任ま

たは大学院教授）で個別に審議し、許可する場合は大学院委員会の承諾を得る。 

 

（登録取り消し） 

第８条 登録を取り消す場合は、理由書を付して教務委員会に提出する。教務委員会において、個別

に審議し、取り消す場合は大学院委員会の承諾を得る。 

 

（履修科目および単位数） 

第９条 履修科目および単位数については以下に定める。 

医学部在籍中（3〜6 年次）に、大学院学則第８および９条関係「履修方法に関する内規」に定め

る学科目のうち、次のものを履修し、仮単位とすることができる（大学院修了に必要な最低修得

単位数 30単位のうち、最大 24単位まで）。 

・大学院共通カリキュラム：実習（機能学系、形態学系、社会医学系、先端生命医科学系専攻の

実習）４単位（2系の実習） 

・大学院共通カリキュラム：教授・講座主任による講義 5 単位（講義 25 コマ） 
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・主分野 15 単位 

１）履修方法は、東京女子医科大学大学院学則ならびに大学院学則第８および９条関係「履修方

法に関する内規」による。 

２）医学部在籍中の本プログラムによる履修に要する学生の費用負担はない。 

 

（履修学科目、仮単位の認定） 

第１０条 履修学科目、仮単位は、大学院委員会において、「仮単位申請書」により個別に審議する。 

（本学大学院入学の単位申請） 

第１１条 ６年次から後期臨床研修修了までに、大学院入学試験を受験する。分野は原則として医学

部在籍中に登録した基礎医学系講座と同一の分野または登録した先端生命医科学系専攻と同一の所

属とする。入学許可後、第９条において認定した仮単位を既修得単位とする。 
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Ⅲ Team-based learning (TBL) 
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Team-based learning (TBL) について 

 

       科目責任者：中村 真一（消化器内科学） 

 

TBL とは 

問題解決能力を高めるための学修法の１つである。教員・学生間および学生・学生間の

双方向性授業を通じてお互いの知識を活用した問題解決を行う。 

具体的には、個人で学修し、関連した問題について個人で解答し、次に小グループ（チ

ーム）に分かれ討論・解答し、専門家（教員）からの説明を含むクラス全体の学修内容共

有を行う学修法である。数回の授業を通じて基礎的学修だけでなく、発展・応用的な内容

に進む。 

 

TBLの特徴 

１． 予習（事前学修）を前提としている。 

２． 個人で考えた後、チーム内で問題点についての討議を行い、全体セッション

でチーム間の討議と教員の解説を行う学生参加型の授業。 

３． １人もしくは２人の教員がすべてのチームを管理。 

４． 教員は司会者および専門家として機能する。 

５． 学生同士が「チームへの貢献度」を互いに評価する。 

 

本学での目的 

第4学年では、臨床推論入門及び臨床倫理などに関する考え方を修得することを目的と

する。 

よって、診療上の問題解決の中で、診断治療を中心に考え方を学ぶ TBL が行われる。

臨床実習を行うにあたり、医師の基本能力ともいえる患者に合わせた診断・治療を考え

ることを臨床推論 TBLという学修法で学ぶ。 
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TBLの概要 

事前学修に始まる以下の３つのプロセスで構成される。 

 

Ⅰ．予習 

事前に学修すべき項目が提示される。 

項目に沿って個々に事前学修する。 

Ⅱ．基本ユニット 

個人テスト 

・ 学修項目に従って予習の知識の確認（予習確認テスト） 

チーム内討論とチームテスト 

・ 個人テストと同じ設問に対し、チーム内で検討し、チームとしての 

解答を作成  

チーム間討論とフィードバック  

・ チームテストの結果をもとに、クラス全体で討論 

・ 専門家によるフィードバック（理解の不十分な点の解説） 

  

Ⅲ．応用ユニット 

予習した学修項目を基に、応用的・発展的問題解決 

応用テストにおいてⅡ.基本ユニットと同様の内容の繰り返し 
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TBLの進行（１回の授業） 

  Ⅰ．予習     Ⅱ．基本ユニット    Ⅲ．応用ユニット 

 

 

 

 

具体的な進め方 

進行の仕方 

以下のⅠからⅢのプロセスを1回の授業として、3もしくは4回繰り返し１つの課題

を学ぶ。 

 

Ⅰ．予習  

  事前に配布された事前学修項目を含む予習シートおよび予習資料に沿って、学生は

個々に自己学修を行う。 

Ⅱ．基本ユニット 

1. 個人テスト 

・ 事前学修の到達度の確認をするために、個人テスト（予習確認テスト）を施行

する。レスポンスアナライザーで解答する。 

2. チーム内討論とチームテスト 

・ 個人テストと同じ設問について、チーム内で検討し、レスポンスアナライザー

で解答する。 

・ 答えを導いた思考過程についてはチーム解答用紙に記入する。 
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3. チーム間討論 

・ 回答が出揃った後にレスポンスアナライザーで集計したチームの解答状況を表

示する。 

・ チーム毎に発表を行い、クラス全体で討論する。 

・ 問題の正解について、異論があればチームとしてその根拠を示すことができる

（アピール）。アピールは原則としてチーム解答用紙に思考過程を記載して提

出し、後から専門家が判断する。 

4. 専門家によるフィードバック 

・ チームの解答を討論後、理解の不十分であった点について、専門家よりクラス

全体にフィードバックする。 

Ⅲ．応用ユニット 

・ 予習シート（事前学修項目）、予習資料、予習確認テスト、新たな資料などを

もとに発展的・応用的問題について、個人テスト（応用テスト）・チーム内討

論とチームテスト・チーム間討論・フィードバックを行う。 

Ⅳ．アセスメント 

・ 課題終了時にアセスメントシートに記載する形で、自己評価、同僚評価を行

う。 

Ⅴ．評価 

・ 個人テストの正答率とともに、チームテストの正答率および同僚評価(学生同士

による「チームへの貢献度」評価)から評価を行う。評点は５点満点で、課題毎

に評価が行われる。 

・ 最初の個人テストの設問の入力をもって、出欠をとるものとする。それ以降の

入力はすべて遅刻とみなす。すべての個人テストの設問の入力とアセスメント

シートの提出をもって、出席と判断するものとする。入力の欠損、アセスメン

トシートの未提出は全出席とみなされない（早退とみなされる）ものとする。

これら欠席・遅刻・早退は学生評価から減点される。やむを得ない事情で欠席

する場合は欠席届（病気欠席の場合は診断書を添付）を医学部学務課に提出す
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る。届けの提出された欠席については、セグメント教育委員長が減点について

判断する。 

・ 評点と欠席・遅刻・早退の評価が加味され、最終的にはセグメント教育委員会

で検討され、医学部教授会で決定される。全課題の評点の平均が２点未満の場

合は進級できない。 

・ 同チームの学生同士の評価として、上記「チームへの貢献度」のほか、自己学

修や協働学修についての自己評価および同僚評価も行う場合がある（みんなの

評価）。 

 

授業としての一般的遵守事項 

１． TBLは授業であるので飲食は行わない。 

２． 教科書・資料の持ち込みは許可するが、個人のテスト中の使用は不可とする。 

３． 臨床推論を学ぶ授業の一環であるが、個人テスト、チームテストともに個人成績

に反映されるものであり、一般の試験と同様に真摯な態度で受けること。 

 

用語解説 

専門家：課題を作成し、TBL 施行時にその課題について専門的な解説を行う役割を担う教

員 

司会者：TBLの進行役を担う教員（専門家が兼ねることがある） 

予習資料：初回は症例の簡単な現病歴と症候などの症例背景について記載された 

シート。それ以降は次回の授業にあたって必要な症例の臨床経過など 

について記載されたシートや症例に関する検査所見、画像など 

予習シート：TBLのための予習すべき学修項目が記載されたシート（予習資料に 

記載されることもある。） 

資料：授業の流れに応じて、必要な症例の臨床経過などのシート、検査データ、画像など

の資料 

基本ユニット：TBL の授業時間の中で、事前学修項目と予習資料をもとに、基本的知識・

概念を学修する部分。授業の初めに行われる。 
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応用ユニット：TBL の授業時間の中で、基本ユニット終了後に行われる発展的・応用的課

題に取り組む部分。 

個人テスト：個人で解答するテスト（予習確認テストと応用テストに分かれる）。個人テス

トはノート、教科書、参考書を見ることなく、自分の力で解答する。 

チームテスト：チームで行うテスト。内容は個人テストと同じ。 

予習確認テスト：TBL開始前（TBL実施中は前回授業の最後）に示される学修項目 

についての自己学修・予習の知識を確認する、TBL授業開始直後 

に行う試験。 

応用テスト：毎回の授業で基本的知識・概念を確認した後に、応用的・発展的内 

容について問う試験。 

チーム解答用紙：チーム内で検討し導き出された解答に対して、その思考過程、 

根拠などを記載する用紙。下記のアピールにも使用する。 

チーム内討論：原則としてチームテストとして与えられた問題について、チーム内で検討

するための討論。ただし、講義の進行によっては、専門家からその場で

質問が発せられ、個人あるいはチームで解答する場合もある。 

チーム間討論：チームテスト終了後、各チームの回答をもとに、解答の違い、解答の根拠

をチーム間で討論する機会。司会者または専門家が進行する。 

フィードバック：チーム内討論、チーム間討論での学生の問題解決に対して、専門家がコ

メントを述べ、合理的、妥当な問題解決を示す。 

アピール：チームテストの結果で、自分のチームの解答が正解とされなかったとき、根拠

を示して解答が正しい、あるいは正解を絞ることが不可能であることを論理

的に説明すること。その内容をチーム解答用紙に記載して提出し、アピール

の内容について専門家が認めればその設問を正解したとみなされる。 
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Problem based learning（PBL）テュートリアルと Team-based learning （TBL）について 

 

PBL テュートリアル（テュートリアル）と TBL の概略 

テュートリアルと TBL はいずれも active learning に含まれる学修法である。本学ではテュー

トリアルを医師としての考え方を身につけるための学修法として 1990 年度から導入し、TBL を

問題解決能力の向上のための学修法として 2008 年度から導入した。 

 

１． PBL テュートリアル（テュートリアル）とこれまでの累進型について 

テュートリアルでは、既に学んだあるいはこれから学ぶ知識を、人体内の現象、環境・外界と

生体の関連、生体構造・機能の正常と異常、病者の理解と医療の実践、患者・家族・社会と医

療・公衆衛生の関わりなどの視点で、どのように使い、医師としてあるいは医学者として考

え、判断するために活用するかを修得する。医師は患者の問題を、研究者は科学的真理を自ら

見つけ探究する専門職であり、テュートリアルはその方法と姿勢を修得し生涯学び発展できる

ための力と自信をつけるための学修である。 

 その全体的な目的は： 

1） 未知の課題（専門職として自分がなさなければならないこと）に取り組む力を身につける

（能動学修）。 

2） 実際の流れ（現象や症例）の中で、解決すべき問題を見つける力を身につける。 

3） 問題を解決するために、自分で方法を考え、情報検索を行い、分析・解釈を行う力を身につ

ける（自己方向付け学修）。 

4） 自分の問題解決（学修結果）を互いに教え合うことにより（グループ討論）、学修の確かさ

と不確かな点を明らかにして自分の学修を振り返り（省察）次の目標を立て、更に深く学び

理解する姿勢を身につける。 

これまでの大きな流れとして、1年生から 4年生にかけて、自己学修を通じて行った問題解決

を学生同士で教え合い振り返り合うテュートリアルの流れと学び方を学ぶ「入門テュートリア

ル」、課題から学修者が自分で解決すべき問題を考えて学修目標に設定する「学修項目発見型テ

ュートリアル」、自分が必要なことは課題から発展させ、関係する領域全体を見渡して学ぶ「領

域を統合して学ぶテュートリアル」、臓器・器官系の構造と機能の正常と異常についての学修を

するとともに、医学的な診断治療だけではなく、患者・家族の心理、患者支援・医療費など社会

とのつながり、疫学・公衆衛生などを学修する「診療問題解決型テュートリアル」へと累進し、

学生が考える力を段階的に高めていけるように「累進型テュートリアル」という形を構築して実

施してきた。 

 

２．Team-based learning （TBL）と高学年セグメントでの学修の継続 

TBL では教員・学生間および学生・学生間の双方向性授業を通じてお互いの知識を活用した問

題解決を行う。具体的には、個人で学修し、関連した問題について個人で解答し、次に小グルー

プ（チーム）に分かれ討論・解答し、専門家（教員）からの説明を含むクラス全体の学修内容共

有を行う学修法である。数回の授業を通じて基礎的学修だけでなく、発展・応用的な内容に進

む。 
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[ここに入力] 

 

2008 年度より 4年生後期（セグメント 8）で問題解決能力のさらなる向上のために、従来の

「診療問題解決型テュートリアル」に代わって TBL を導入し、診療上の問題解決の中で、診療・

治療を中心に考え方を学ぶ TBL が行われている。臨床実習を行うにあたり、医師の基本能力とも

いえる患者に合わせた診断・治療を考えることを臨床推論 TBL という学修法で学ぶ。また、2013

年度から 1年生後期（セグメント 2）では「学修項目発見型テュートリアル」の段階でテュート

リアルと TBL を組み合わせて行っており、ここでは、セグメント 1で学んだテュートリアルの方

法を発展させ、より高学年で学ぶ医学への橋渡しとなる役割をなしてきた。2020 年度より 2，3, 

4 年生（セグメント 3－7）においてもテュートリアルに代わって TBL による学修が開始された。

TBL は 4 年生で終了するが、医師にとって必要な考え方を学ぶ学修は卒業まで続けられる。2020

年度から開始された 4年生後期（セグメント 8）の「入門型臨床実習」、5年生（セグメント

9）以降の「診療参加型臨床実習」はそれまでに学んできた問題解決能力を本格的に臨床で実践

しながら学ぶ機会となり、テュートリアルや TBL で体得した考える力は、卒業までに医師として

考える力の継続的な向上につながっていく。 

 

 

Team-based learning (TBL) について 

 

       科目責任者：中村 真一（消化器内科学） 

※2021年度は新型コロナ感染症の状況により適宜内容の変更を行う。 

 

TBL の特徴 

１． 予習（事前学修）を前提としている。 

２． 個人で考えた後、チーム内で問題点についての討議を行い、全体セッション

でチーム間の討議と教員の解説を行う学生参加型の授業。 

３． １人もしくは２人の教員がすべてのチームを管理。 

４． 教員は司会者および専門家として機能する。 

５． 学生同士が「チームへの貢献度」を互いに評価する。 

 

本学での目的 

第4学年では、臨床推論入門及び臨床倫理などに関する考え方を修得することを目的と

する。 

よって、診療上の問題解決の中で、診断治療を中心に考え方を学ぶ TBL が行われる。

臨床実習を行うにあたり、医師の基本能力ともいえる患者に合わせた診断・治療を考える

ことを臨床推論 TBL という学修法で学ぶ。 

TBL の概要 

事前学修に始まる以下の３つのプロセスで構成される。 
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[ここに入力] 

 

 

Ⅰ．予習 

事前に学修すべき項目が提示される。 

項目に沿って個々に事前学修する。 

Ⅱ．基本ユニット 

個人テスト 

・ 学修項目に従って予習の知識の確認（予習確認テスト） 

チーム内討論とチームテスト 

・ 個人テストと同じ設問に対し、チーム内で検討し、チームとしての 

解答を作成  

チーム間討論とフィードバック  

・ チームテストの結果をもとに、クラス全体で討論 

・ 専門家によるフィードバック（理解の不十分な点の解説） 

  

Ⅲ．応用ユニット 

予習した学修項目を基に、応用的・発展的問題解決 

応用テストにおいてⅡ.基本ユニットと同様の内容の繰り返し 

 

TBL の進行（１回の授業） 

  Ⅰ．予習     Ⅱ．基本ユニット    Ⅲ．応用ユニット 

 

 

具体的な進め方 

進行の仕方 

以下のⅠからⅢのプロセスを1回の授業として、2～4回繰り返し１つの課題を学ぶ。 

Ⅰ．予習  

  事前に配布された事前学修項目を含む予習シートおよび予習資料に沿って、学生は

個々に自己学修を行う。 

Ⅱ．基本ユニット 

1. 個人テスト 
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[ここに入力] 

 

・ 事前学修の到達度の確認をするために、個人テスト（予習確認テスト）を施行す

る。レスポンスアナライザーで解答する。 

2. チーム内討論とチームテスト 

・ 個人テストと同じ設問について、チーム内で検討し、レスポンスアナライザーで

解答する。 

・ 答えを導いた思考過程についてはチーム解答用紙に記入する。 

3. チーム間討論 

・ 回答が出揃った後にレスポンスアナライザーで集計したチームの解答状況を表示

する。 

・ チーム毎に発表を行い、クラス全体で討論する。 

・ 問題の正解について、異論があればチームとしてその根拠を示すことができる

（アピール）。アピールは原則としてチーム解答用紙に思考過程を記載して提出

し、後から専門家が判断する。 

4. 専門家によるフィードバック 

・ チームの解答を討論後、理解の不十分であった点について、専門家よりクラス全

体にフィードバックする。 

Ⅲ．応用ユニット 

・ 予習シート（事前学修項目）、予習資料、予習確認テスト、新たな資料などをも

とに発展的・応用的問題について、個人テスト（応用テスト）・チーム内討論と

チームテスト・チーム間討論・フィードバックを行う。 

Ⅳ．アセスメント 

・ 課題終了時にアセスメントシートに記載する形で、自己評価、同僚評価を行う。 

Ⅴ．評価 

・ 個人テストの正答率とともに、チームテストの正答率および同僚評価(学生同士

による「チームへの貢献度」評価)から評価を行う。評点は５点満点で、課題毎

に評価が行われる。 

・ 講義開始時のレスポンスアナライザ―端末への学生証の設置をもって、出欠をと

るものとする。それ以降の入力はすべて遅刻とみなす。すべての個人テストの設

問の入力とアセスメントシートの提出をもって、出席と判断するものとする。入

力の欠損、アセスメントシートの未提出は全出席とみなされない（早退とみなさ

れる）ものとする。これら欠席・遅刻・早退は学生評価から減点される。やむを

得ない事情で欠席する場合は欠席届（病気欠席の場合は診断書を添付）を医学部

学務課に提出する。届けの提出された欠席については、セグメント教育委員長が

減点について判断する。 

・ 評点と欠席・遅刻・早退の評価が加味され、最終的にはセグメント教育委員会で

検討され、医学部教授会で決定される。全課題の評点の平均が２点未満の場合は

進級できない。 

・ 同チームの学生同士の評価として、上記「チームへの貢献度」のほか、自己学修

や協働学修についての自己評価および同僚評価も行う場合がある（みんなの評

価）。 

 

 

169



[ここに入力] 

 

授業としての一般的遵守事項 

１． TBL は授業であるので飲食は行わない。 

２． 教科書・資料の持ち込みは許可するが、個人のテスト中の使用は不可とする。 

３． 臨床推論を学ぶ授業の一環であるが、個人テスト、チームテストともに個人成績

に反映されるものであり、一般の試験と同様に真摯な態度で受けること。 

 

用語解説 

専門家：課題を作成し、TBL 施行時にその課題について専門的な解説を行う役割を担う教員 

司会者：TBL の進行役を担う教員（専門家が兼ねることがある） 

予習資料：初回は症例の簡単な現病歴と症候などの症例背景について記載された 

シート。それ以降は次回の授業にあたって必要な症例の臨床経過など 

について記載されたシートや症例に関する検査所見、画像など 

予習シート：TBL のための予習すべき学修項目が記載されたシート（予習資料に 

記載されることもある。） 

資料：授業の流れに応じて、必要な症例の臨床経過などのシート、検査データ、画像などの

資料 

基本ユニット：TBL の授業時間の中で、事前学修項目と予習資料をもとに、基本的知識・概

念を学修する部分。授業の初めに行われる。 

応用ユニット：TBL の授業時間の中で、基本ユニット終了後に行われる発展的・応用的課題

に取り組む部分。 

個人テスト：個人で解答するテスト（予習確認テストと応用テストに分かれる）。個人テス

トはノート、教科書、参考書を見ることなく、自分の力で解答する。 

チームテスト：チームで行うテスト。内容は個人テストと同じ。 

予習確認テスト：TBL 開始前（TBL 実施中は前回授業の最後）に示される学修項目 

についての自己学修・予習の知識を確認する、TBL 授業開始直後 

に行う試験。 

応用テスト：毎回の授業で基本的知識・概念を確認した後に、応用的・発展的内 

容について問う試験。 

チーム解答用紙：チーム内で検討し導き出された解答に対して、その思考過程、 

根拠などを記載する用紙。下記のアピールにも使用する。 

チーム内討論：原則としてチームテストとして与えられた問題について、チーム内で検討す

るための討論。ただし、講義の進行によっては、専門家からその場で質問

が発せられ、個人あるいはチームで解答する場合もある。 

チーム間討論：チームテスト終了後、各チームの回答をもとに、解答の違い、解答の根拠を

チーム間で討論する機会。司会者または専門家が進行する。 

フィードバック：チーム内討論、チーム間討論での学生の問題解決に対して、専門家がコメ

ントを述べ、合理的、妥当な問題解決を示す。 

アピール：チームテストの結果で、自分のチームの解答が正解とされなかったとき、根拠を

示して解答が正しい、あるいは正解を絞ることが不可能であることを論理的に

説明すること。その内容をチーム解答用紙に記載して提出し、アピールの内容

について専門家が認めればその設問を正解したとみなされる。 
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収録日程時間割（教員用) 解答・配信日程（学生用）

オリエンテーション
5月11日（金）：講義室203

13：55～15：05
なし

課題1-1
5月14日（火）：講義室203

13：55～15：05

5月18日（金）

13：00～

課題1-2
5月18日（金）：講義室201

13：55～15：05

5月21日（火）

13：00～

課題1-3
5月21日（火）：講義室201

13：55～15：05

5月25日（火）

13：00～

課題1-4
5月25日（火）：講義室201

13：55～15：05

5月28日（金）

13：00～

課題2-1
5月28日（金）：講義室201

13：55～15：05

6月1日（火）

13：00～

課題2-2
6月1日（火）：講義室203

13：55～15：05

6月4日（金）

13：00～

課題2-3
6月4日（金）：講義室203

13：55～15：05

6月8日（火）

13：00～

課題2-4
6月8日（火）：講義室203

13：55～15：05

6月11日（金）

13：00～

課題3-1
6月11日（金）：講義室203

13：55～15：05

6月15日（火）

13：00～

課題3-2
6月15日（火）：講義室301

13：55～15：05

6月18日（金）

13：00～

課題3-3
6月18日（金）：講義室301

13：55～15：05

6月25日（金）

13：00～

2021年度 S7　TBL　日程
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Ⅳ 試験科目表・試験日程表 
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日付 曜日 試験科目 場所

2021/7/9 金 13:55 ～ 15:05 情報処理・統計
PC室1

大実習室3

2021/7/12 月 10:00 ～ 11:30 血液・リンパ系
講義室
203

2021/7/13 火 10:00 ～ 11:30 感染症系
講義室
203

2021/7/14 水 10:00 ～ 11:30 免疫・アレルギー疾患・膠原病
講義室
203

2021/7/14 水 13:00 ～ 14:30 東洋医学系
講義室
203

2021/7/15 木 10:00 ～ 12:00 環境と健康・疾病・障害
講義室
203

2021/7/16 金 10:00 ～ 12:00 社会制度と保健・医療・福祉
講義室
203

追・再試験

試験科目表・試験日程表

時間

未定
(2021/8/16～2021/8/20の期間で実施)
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Ⅵ 第 4 学年教育委員会・学生アドバイザー・学生委員 

 

教育委員会     

委 員 長 田 中 淳 司 教 授 （血液内科学） 

副委員長 長 坂 安 子 教 授 （麻酔科学） 

〃  佐 藤 麻 子 教 授 （臨床検査科） 

委   員 石 黒 直 子 教 授 （皮膚科学） 

菊 池  賢 教 授 （感染症科） 

針 谷 正 祥 教 授 （膠原病リウマチ内科学） 

松 岡 雅 人 教 授 （衛生学公衆衛生学） 

杉 下 智 彦 教 授 （国際環境・熱帯医学） 

木 村 容 子 教 授 （東洋医学研究所） 

多賀谷 悦 子 教 授 （呼吸器内科学） 

矢 口 有 乃 教 授 （救急医学） 

板 橋 道 朗 教 授 （消化器外科学） 

長 嶋 洋 治 教 授 （病理診断科学） 

中 神 朋 子 教 授 （糖尿病・代謝内科学） 

山 内 かづ代 講 師 （統合教育学修センター基礎教育学） 

オブザーバー 西 井 明 子 准教授 （予防医学科） 

  佐 藤  梓 講 師 （統合教育学修センター基礎科学） 

 

テュートリアル・TBL 委員会 

 委 員 長 中 村 真 一 教 授 （消化器内科学） 

委  員 多賀谷 悦 子 教 授 （呼吸器内科学） 

  土 谷  健 教 授 （血液浄化療法科） 

  岩 﨑 直 子 教 授 （成人医学センター） 

川 口 鎮 司 臨床教授 （膠原病リウマチ内科学） 

松 村 剛 毅 准教授 （医療安全科） 

有 泉 俊 一 准教授 （消化器外科学） 

山 内 かづ代 講 師 （統合教育学修センター基礎教育学） 

風 間 啓 至 講 師 （血液内科学） 

並 木 みずほ 助 教 （救急医学） 

 

「至誠と愛」の実践学修教育委員会 

委 員 長 西 村 勝 治 教 授 （精神医学） 

 副委員長 柳 澤 直 子 教 授 （微生物学免疫学） 

〃 佐 藤  梓 講 師 （化学）  

 

 

 

情報処理・統計教育委員会 
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委 員 長 岡 本 高 広 教 授 （乳腺・内分泌外科） 
S7 担当 岩 﨑 直 子 教 授 （成人医学センター） 

 

国際コミュニケーション委員会 

委 員 長 杉 下 智 彦 教 授 （国際環境・熱帯医学） 

副委員長 遠 藤 美 香 講 師 （統合教育学修センター基礎教育学） 

 

基本的・医学的表現技術教育委員会 

委 員 長 木 林 和 彦 教 授 （法医学） 

副委員長 辻 村 貴 子 講 師 （統合教育学修センター基礎教育学） 

 

学生委員 

  三 谷 昌 平 教 授 (生理学（分子細胞生理学分野）) 

  西 村 勝 治 教 授 (精神医学) 
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Ⅵ  選 択 科 目 
 

 

 

 

                外 国 語 

        人文科学系 

        社会科学系 

        自然科学系 

保 健 体 育 

      他大学オープン科目 
 

 

 

 

※各科目の講義内容、評価に関すること、日程等の詳細については 

「令和３（2021）年度学修の手引き＜選択科目＞」を参照すること。 

履修要領をよく読んで履修登録を行ってください。  
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選択科目履修要領（第1～第4学年） 

1. 科目名(23科目) 

 

2. 開講期間・曜日・時限 

開講期間は各科目とも半年間です。その時期は前期を4/14から9/15、後期は9/22から翌年1/26までの 

水曜日5 限（15：20～16：30）、6 限（16：45～ 17：55）に開講する。 

 

3. ガイダンスおよび履修登録について 

・ガイダンス 今年度はガイダンスを開催しません。学修の手引きと追加資料（1年生には新入生オリエンテーション

にて配布予定、2年生以上にはポータルサイトに掲載予定）を参照の上、履修登録を行うこと。 

 

・履修登録について 

１年生前期： 

新入生オリエンテーション時の配布資料をよく読み、Google フォームにて出席番号、氏名を入力し、 

履修希望科目を選び、送信すること。 

    登録期間は 4月 8日(木)12:30 まで 

     ※１．期間厳守のこと。その後の申請は一切認めない。 

      ２．Google フォームにて履修申請し、その科目が登録されなければ、出席しても無効となる。 

      ３．科目によって受講者数を制限することがある。 

      ４．登録結果および各科目の講義室は、開講日までに学生ポータルサイト 1年総合掲示板に掲載する。 

３．により登録されなかった科目があった場合の指示もこの時に掲載する。 

1 年生後期、および 2～4年(前・後期): 

    新学年ポータルサイトからの web 登録のみ受付を行う。 

登録方法の詳細は登録期間前に各学年の総合掲示板に掲載する。 

登録期間は次のとおり。 

前期分…4月 1 日(木)～4 月 8 日(木)12:30 まで（期間を過ぎると登録できない。） 

後期分…8月 30 日(月)～9 月 9 日(木)12:30 まで（      〃       ） 

       ※１．web 登録を行い、その科目が登録されなければ、出席しても無効となる。 

        ２．受講者数の制限、登録結果等の掲載方法は上記と同様 

 

4. 履修認定について 

  各科目は2単位(半年間)の科目を4年次までにのべ6科目以上（12単位以上）履修しなければならない。 

そのうち2科目以上は人文・社会科学系の科目(学生便覧:学則第9条関係別表Ⅰ)とする。 

各科目の講義内容は、前期・後期が同じ場合も異なる場合もある。この場合、同一科目でも内容あるいは段階が異な

るものなら2科目と認められる。 なお、他大学での既修得単位を認定する場合がある。（以上、学生便覧参照） 

 

5．履修登録完了後は、その取り消しおよび変更は認めない。 

 

6. 選択科目の成績は及落判定の対象となる。ただし、ある学年で選択科目が不合格の場合、上級学年で単位を取得でき

ると認められるときに限って、及落には特別の配慮を行うことがある。 

 

7. なお、第2～第4学年では、上記12単位の他に指定する他大学のオープン科目(自由選択)の中からさらに受講すること 

ができる。取得した単位は、東京女子医科大学医学部では増加単位として認められる。（卒業単位へは算入されない） 

※令和3年度は他大学のオープン科目が非開講となるため受講できない。 

初級ドイツ語 初級中国語 心理学 物理学 

初級フランス語 倫理学 医療人のための経済学 化学 

英語（Medical Discussion） 文化人類学 医療人のための法学 食と栄養の科学 

英語（Basic Listening ） 女性とジェンダー 医療と社会デザイン 医学情報学 

医療英語（Medical English ） 哲学 数学 フィットネスの理論と実技 

初級コリア語 歴史学 生物学  
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【水曜　5限　15:20～16:30】 【水曜　5限　15:20～16:30】

前　期（4月14日～9月15日） 科目コード 後　期（9月22日～1月26日） 科目コード

初級ドイツ語Ⅱ（早崎）　※　　    　（共通） 204202 初級ドイツ語Ⅱ（早崎）　※　　     　（共通） 204202

初級フランス語Ⅰ（） 　令和3年度は非開講 204119 初級フランス語Ⅱ（）　令和3年度は非開講 204219

英語（Medical Discussion Ⅰ）（スタウト） 204106 英語（Medical Discussion Ⅱ）（スタウト） 204206

初級コリア語Ⅱ（朴）　※　　　　　  （共通） 204237 初級中国語Ⅱ（舘）　　　　　　     　（共通） 204238

初級中国語Ⅰ（舘）　　　　　　    　（共通） 204138 哲学Ｂ（梶谷）　　　　　　　　     　（共通） 204207

哲学Ａ（梶谷）　　　　　　　　　    （共通） 204107 心理学Ｂ（宮脇） 204212

医療人のための法学Ａ（中島）　　    （共通） 204115 医療人のための法学Ｂ（中島）　　     （共通） 204215

フィットネスの理論と実技（沢田）　※ 204003 生物学（後期）（石井） 204235

物理学（後期）Ａ（唐澤） 204226

化学（後期）（中村） 204225

フィットネスの理論と実技（沢田）　※ 204004

【水曜　6限　16:45～17:55】 【水曜　6限　16:45～17:55】

前　期（4月14日～9月15日） 科目コード 後　期（9月22日～1月26日） 科目コード

初級ドイツ語Ⅰ（伊藤）　　　　     　（共通） 204101 初級ドイツ語Ⅱ（伊藤）　※　　     　（共通） 204201

英語（Basic ListeningⅠ）（スタウト） 204121 英語（Basic ListeningⅡ）（スタウト） 204221

医療英語（Medical EnglishⅠ）（遠藤）（共通） 204105 医療英語（Medical EnglishⅡ）（遠藤）（共通） 204205

初級コリア語Ⅰ（朴）　　　　　　　 　（共通） 204137 初級コリア語Ⅱ（朴）　※　　　     　（共通） 204237

倫理学Ａ（磯部）　　　　　　　     　（共通） 204122 倫理学Ｂ（磯部）　　　　　　　     　（共通） 204222

歴史学Ａ（中込）　　　　  　　     　（共通） 204108 歴史学Ｂ（中込）　　　　　　　　     （共通） 204208

心理学Ａ（大塚） 204112 医療人のための経済学Ｂ（粟沢）　　 　（共通） 204214

医療人のための経済学Ａ（粟沢）　　 　（共通） 204114 医療と社会デザインＢ（杉下） 204216

医療と社会デザインＡ（杉下） 204116 数学Ｂ（正宗） 204224

数学Ａ（正宗） 204124 物理学（後期）Ｂ（唐澤） 204239

医学情報学（佐藤）2～4年 204117 食と栄養の科学（五関） 204710

※「初級コリア語Ⅱ」は同じ内容です。どれか1つしか履修できません。

※「また、前期の「初級コリア語Ⅱ」は令和2年度後期に「初級コリア語Ⅰ」を履修していた学生のみ履修可能です。

【水曜　5限　15:15～16:25】 【水曜　5限　15:15～16:25】

前　期（4月14日～9月15日） 科目コード 後　期（9月22日～1月26日） 科目コード

文化人類学Ａ（宍戸）　※　　　    （共通） 204600 文化人類学Ｂ（宍戸）　　※　　    （共通） 204610

女性とジェンダーＡ（平川）　※    （共通） 204800 女性とジェンダーＢ（平川)　　※   （共通） 204810

＜看護学部の開講科目＞

※授業開始時間が医学部開講科目と異なりますので、ご注意ください。

※「文化人類学」と「女性とジェンダー」は、前期と後期は同じ内容です。どちらか１つしか履修できません。

医学部 選択科目時間割

前　　　期 後　　　期

（共通）は看護学部との共通科目です。

※「初級ドイツ語Ⅱ」は同じ内容です。どれか1つしか履修できません。

※「フィットネスの理論と実技」は、前期と後期は同じ内容です。どちらか１つしか履修できません。
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

オリエンテーション 血液・リンパ系 血液・リンパ系 血液・リンパ系 血液・リンパ系

実習ガイダンス 2．血液の機能 3．貧血総論、鉄代謝 4．血球の構造と代謝

月 (講義)

感染症系

(講義) (講義) (講義)

血液・リンパ系 健康管理 健康管理 感染症系

健康管理 健康管理

火

(講義) (講義) (実習) (選択科目) (選択科目)

血液・リンパ系 血液・リンパ系 血液・リンパ系
15:20～16:30 16:45～17:55

1．造血組織・血球１

水

第

1

週 (講義) (講義) (実習) (講義)

血液・リンパ系 血液・リンパ系 血液・リンパ系 感染症系

2．造血・リンパ組織の構造

木

(講義) (講義) (講義) (講義)

血液・リンパ系 血液・リンパ系

金

土

(感染症科　菊池)

3．嫌気性菌感染症と
マイコプラズマ・クラミジ
ア・リケッチア・スピロ
ヘータ感染症

(血液内科学　田中)

(微生物学免疫学　柳
澤)

(感染症科　菊池)

(血液内科学　志関) (血液内科学　志関)
(血液内科学　田中、志関、吉永、篠原、石山、

田中（紀））

（解剖学（顕微解剖学・
形態形成学） 　石津)

（解剖学（顕微解剖学・
形態形成学） 　石津)

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学）　石津、菊田、森島、望月)
(先端生命医科学研究所先端工学外科学　北原）

6．鉄欠乏性貧血、二
次性貧血、ヘモグロビ
ン合成の異常

7．巨赤芽球性貧血、
骨髄異形成症候群

(講義)

(学生健康管理室　横
田)

4
／
10

(血液内科学　志関)

8．造血系・リンパ系組
織の微細構造(1)

9．造血系・リンパ系組
織の微細構造(2)

10．白血病各論（1）急
性白血病

11．白血病各論（2）慢
性白血病

1．科目の概要、免疫
序論、病態

2．膠原病の症候と検
査

(血液内科学　田中) (血液内科学　吉永)
(膠原病リウマチ内科学

針谷)
(膠原病リウマチ内科学

川口)

5．再生不良性貧血、
赤芽球癆

4
／
8

4
／
9

4
／
7

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

令和3年度　Segment7　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

2．感染症総論：症候・
診断・治療・予防

(生理学（神経生理学
分野）　宮田)

選択科目オリエンテー
ション

(学生健康管理室　横
田)

(血液内科学　篠原)

選択科目オリエンテー
ション

4
／
5

4
／
6

1．造血組織、血球形
態、血球の産生

(血液内科学　吉永)

1．感染症の原因微生
物の特徴

(血液内科学　田中)
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(講義) (講義) (実習)

血液・リンパ系 血液・リンパ系 血液・リンパ系

12．血液の病理（1） 13．血液の病理（2） 3．Ａグループ:造血組織・血球2

月 　　Ｂグループ:赤血球抵抗、直接抗グロブリン試験

(講義) (講義) (講義)

血液・リンパ系 血液・リンパ系

15．輸血感染症 3．組織適合性抗原

火

(講義) (講義) (講義) (講義) (選択科目) (選択科目)

血液・リンパ系 血液・リンパ系 血液・リンパ系 血液・リンパ系
15:20～16:30 16:45～17:55

17．血液型と個人識別 18．血小板の異常 19．凝固の異常 前期 V-1 前期 VI-1

水

第

2

週 (講義) (講義) (講義) (講義)

感染症系 感染症系 感染症系 感染症系

7．真菌感染症

木

(講義) (講義) (実習)

血液・リンパ系 血液・リンパ系

4．臓器移植と免疫 4．血液型(ABO式、Rh式）、血痕検査、ＤＮＡ多型

金

土

(感染症科　井口)

(病理診断学　長嶋) (病理診断学　長嶋)

14．輸血用血液の適応
病態

4．グラム陰性菌感染
症①

(血液内科学　田中、志関、吉永、篠原、石山、田中（紀）)　　(輸血・細
胞プロセシング科　菅野、槍澤、小林、山本、川上、小倉、岡本、中林、

青木)

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

5．グラム陰性菌感染
症②

4
／
13

4
／
14

(輸血・細胞プロセシン
グ科　槍澤)

(輸血・細胞プロセシン
グ科　山本)

(感染症科　菊池)

4
／
15

4
／
12

令和3年度　Segment7　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

4
／
16

4
／
17

(泌尿器科学　尾本)

16．骨髄増殖性疾患、
多血症、骨髄線維症、
本態性血小板血症

(血液内科学　吉永)

(感染症科　菊池)

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

(法医学　多木) (血液内科学　石山) (血液内科学　篠原)

6．新興・再興感染症・
輸入感染症

20．悪性リンパ腫、伝
染性単核球症

(法医学　木林、島田、多木、中尾、町田、多々良)(血液内科学　田中) (泌尿器科学　神澤)

(感染症科　井口)
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(講義) (講義) (実習)

国際コミュニケーション 血液・リンパ系

5．膠原病の病理 5．Ａグループ:赤血球抵抗、直接抗グロブリン試験

　　Ｂグループ:造血組織・血球2

月 (講義) (講義)

血液・リンパ系 血液・リンパ系

22．小児腫瘍

(講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

「至誠と愛」の実践学修 感染症系 感染症系

8．抗酸菌感染症 6．関節リウマチ 9．原虫類① 10．原虫類②

火

(講義) (講義) (講義) (講義) (選択科目) (選択科目)

血液・リンパ系 血液・リンパ系 血液・リンパ系 血液・リンパ系
15:20～16:30 16:45～17:55

25．遺伝子異常 26．造血幹細胞移植 前期 V-2 前期 VI-2

水

第

3

週 (講義) (講義) (講義) (実習)

環境と健康・疾病・障害　 血液・リンパ系

6．リンパ節の病理

木

(講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

環境と健康・疾病・障害　環境と健康・疾病・障害　

8．脊椎関節炎

金

土

(講義)

クラスオリエンテーショ
ン

学生生活の支援につ
いて

（第4学年担任　中神）

(血液内科学　田中、志関、吉永、篠原、石山、田中（紀）)　　(輸血・細
胞プロセシング科　菅野、小林、槍澤、山本、川上、小倉、岡本、中林、

青木)

(国立成育医療研究セ
ンター　清谷)

(国立成育医療研究セ
ンター　清谷)

2．公衆衛生の歴史と
その哲学的背景

(膠原病リウマチ内科学
谷口)

(国際環境・熱帯医学
杉下)

(膠原病リウマチ内科学
堤野) (法医学　木林) (法医学　木林)

9．シェーグレン症候
群、ベーチェット病、サ
ルコイドーシス、アミロ
イドーシス

2．法医学（1）法医学
概論

3．法医学（2）死の判定
と診断・死因と死因の
種類

社会制度と保健・医
療・福祉

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

社会制度と保健・医
療・福祉

1．環境保健（1） 科目
の概要、環境と適応

1．健康・疾病・障害の
概念と医療制度（概

論）

(病理診断学　長嶋、種田、井藤)

7．全身性エリテマトー
デスと抗リン脂質抗体
症候群

(膠原病リウマチ内科学
勝又)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

松岡)

(放射線腫瘍学　栗林) (血液内科学　吉永) (血液内科学　田中)
(血液内科学　田中

（紀）)

(膠原病リウマチ内科学
田中)

(国際環境・熱帯医学
本間)

(国際環境・熱帯医学
本間)

23．血液疾患の放射線
療法

24．多発性骨髄腫、マ
クログロブリン症候群・
成人T細胞白血病

(病理診断学　長嶋)

1．Health Care System
in the UK

1．医学研究と倫理（大
学院について）

(薬理学　塚原) (感染症科　吉田)

(統合教育学修セン
ター基礎教育学　Foo,

Ying、遠藤、森景)

4
／
24

令和3年度　Segment7　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

4
／
19

4
／
20

4
／
21

4
／
22

4
／
23

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

感染症系

(国際環境・熱帯医学
杉下)

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

21．小児血液疾患の特
徴
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(講義) (講義) (講義)

血液・リンパ系 血液・リンパ系 血液・リンパ系

29．溶血性貧血（1）

月

(講義) (実習)

血液・リンパ系 免疫・アレルギー疾患・膠原病

30．止血機構

火 (講義)
感染症系

(講義) (実習)

免疫・アレルギー疾患・膠原病

第

4

水 (選択科目) (選択科目)

15:20～16:30 16:45～17:55

前期 V-3 前期 VI-3

週
昭和の日

木

休業

金

休業

土

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

中島)

(薬理学　瀧田)

社会制度と保健・医
療・福祉

3．社会保障の理念と
制度の種類（社会保
障・公的扶助）

(薬理学　塚原)

(感染症科　菊池)

28．血液疾患の放射線
診断

(画像診断学・核医学
西井)

(輸血・細胞プロセシン
グ科　菅野)

27．抗ガン剤の種類と
特徴

11．抗菌薬療法と耐性
菌

5
／
1

7．消毒・無菌操作、薬剤耐性検査（緑膿菌、黄色ブドウ球菌）（1）、嫌気性菌（2）、免疫電気泳
動（1）

(微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、上芝、飯塚)

8．薬剤耐性検査（緑膿菌、黄色ブドウ球菌）（2）、嫌気性菌（2）、免疫電気泳動（2）

(微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、上芝、飯塚)

令和3年度　Segment7　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

4
／
26

4
／
27

4
／
28

4
／
29

4
／
30
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

憲法記念日

月

みどりの日

火

こどもの日

水

第

5

週 (講義) (実習)

環境と健康・疾病・障害　免疫・アレルギー疾患・膠原病

木

(講義) (実習)

免疫・アレルギー疾患・膠原病

金

土

(微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、上芝、飯塚)

4．環境保健（2） 環境
汚染、公害

4．社会保険の仕組み
（医療保険・介護保険）

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

松岡)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

中島)

5
／
8

令和3年度　Segment7　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

5
／
3

5
／
4

5
／
5

5
／
6

5
／
7

社会制度と保健・医
療・福祉

9．リンパ球表面形質の解析（1）（T細胞の分離）

(微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、上芝、飯塚)

10．過敏症、マイコプラズマ（1）、抗酸菌の染色と観察

183



Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(講義) (実習) (講義)

血液・リンパ系 免疫・アレルギー疾患・膠原病 血液・リンパ系

32．溶血性貧血（2）

月

(講義) (講義) (講義)

感染症系 感染症系

12．線虫類① 13．線虫類② TBLオリエンテーション 自己学修 自己学修

火

(講義) (講義) (講義) (講義) (選択科目) (選択科目)

環境と健康・疾病・障害　感染症系 感染症系
15:20～16:30 16:45～17:55

11．血管炎症候群 前期 V-4 前期 VI-4

水

第

6

週 (講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

環境と健康・疾病・障害　 国際コミュニケーション

木

(講義) (講義)

環境と健康・疾病・障害　「至誠と愛」の実践学修

自己学修 課題1-1 自己学修

金

土

(テュートリアル・TBL)(テュートリアル・TBL)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

蒋池)

(衛生学公衆衛生学
（公衆衛生学分野）

野原)

(衛生学公衆衛生学
（公衆衛生学分野）

野原)

2．Case Summaryの 書
き方

(麻酔科学　長坂)　(統合
教育学修センター基礎教

育学　遠藤、森景)

7．環境保健（5）地球
環境問題

2．キャリアを考える
（13）「大学病院におけ
る臨床医」

(眼科学　篠崎)　(循環
器内科学　佐藤)　(皮

膚科学　福屋)

(テュートリアル・TBL)
(薬理学　塚原) (法医学　木林)

社会制度と保健・医
療・福祉

5．女性の職場環境・働
き方改革

社会制度と保健・医
療・福祉

6．人口統計と保健統
計（1）人口動態統計・
静態統計

(膠原病リウマチ内科学
田巻)

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

12．抗炎症薬と免疫抑
制薬

6．法医学（4）異常環
境による障害

5．法医学（3）窒息・溺
水

14．グラム陽性菌感染
症①

15．グラム陽性菌感染
症②

(感染症科　菊池) (感染症科　菊池)(法医学　木林)

10．リウマチ性多発筋
痛症、線維筋痛症、偽
痛風など

(国際環境・熱帯医学
本間)

(国際環境・熱帯医学
本間)

(膠原病リウマチ内科学
田中)

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

(輸血・細胞プロセシン
グ科　菅野)

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

(TBL) (TBL) (TBL)

5
／
15

令和3年度　Segment7　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

5
／
10

5
／
11

5
／
12

5
／
13

5
／
14

11．リンパ球表面形質の解析（2）（解説）、マイコプラズマ（2）、インフルエンザの診断

(微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、上芝、飯塚)

31．免疫学的機序によ
る輸血副作用

(輸血・細胞プロセシン
グ科　小林)
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

感染症系 感染症系

16．免疫不全と感染症 17．ウイルス感染症

月

(講義) (講義)

環境と健康・疾病・障害　

自己学修 課題1-2 自己学修

火

(講義) (講義) (実習) (選択科目) (選択科目)

環境と健康・疾病・障害
社会制度と保健・医療・福祉 15:20～16:30 16:45～17:55

14．膠原病の皮膚病変 実習ガイダンス・小グループ実習（1） 前期 V-5 前期 VI-5

水

第

7

週 (講義) (講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

環境と健康・疾病・障害　感染症系 感染症系

10．診療報酬制度 18．吸虫類 19．条虫類

木

(講義) (講義)

自己学修 課題1-3 自己学修

金

土

17．原発性免疫不全
症候群

(膠原病リウマチ内科学
布村)

18．特発性炎症性筋
疾患

(膠原病リウマチ内科学
勝又)

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

松岡)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

松岡)

(感染症科　吉田) (感染症科　吉田)

8．環境保健（3） 上水
道、下水道、廃棄物

9．環境保健（4）ダイオ
キシン類、内分泌撹乱
化学物質

環境と健康・疾病・障害　

(皮膚科学　石黒)

15．膠原病・類縁疾患
の腎病変

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

(腎臓内科学　内田)

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

社会制度と保健・医
療・福祉

社会制度と保健・医
療・福祉

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

(テュートリアル・TBL)

10．環境保健（6）居住
と生活環境

(国際環境・熱帯医学
岩下)

(国際環境・熱帯医学
岩下)

16．強皮症、MCTD、
オーバーラップ症候群

(膠原病リウマチ内科学
川口)

9．医療経済　国家財
政と社会保障

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

松岡)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

中島)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

中島)
(テュートリアル・TBL)

(衛生学公衆衛生学（環境・産業医学分野））
（衛生学公衆衛生学（公衆衛生学分野））（法医

学）（国際環境・熱帯医学）

(テュートリアル・TBL)

(テュートリアル・TBL)

社会制度と保健・医
療・福祉

社会制度と保健・医
療・福祉

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

7．保健・医療・福祉・
介護関連法規（1）

8．保健・医療・福祉・
介護関連法規（2）

13．小児リウマチ・膠原
病

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

中島)

5
／
22

令和3年度　Segment7　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

5
／
17

5
／
18

5
／
19

5
／
20

5
／
21

(テュートリアル・TBL) (テュートリアル・TBL)

(膠原病リウマチ内科学
布村)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

中島)
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(講義) (講義) （行事）

「至誠と愛」の実践学修

吉岡彌生記念講演（配信）

月

(講義) (講義)

自己学修 課題1-4 自己学修

火

(講義) (講義) (実習) (選択科目) (選択科目)

環境と健康・疾病・障害　 環境と健康・疾病・障害
社会制度と保健・医療・福祉 15:20～16:30 16:45～17:55

11．食品保健 小グループ実習（2） 前期 V-6 前期 VI-6

水

第

8

週 (講義) (講義)

環境と健康・疾病・障害　免疫・アレルギー疾患・膠原病

14．費用対効果 12．抗核抗体の検出

木

(講義) (講義)

自己学修 課題2-1 自己学修

金

土

(テュートリアル・TBL) (テュートリアル・TBL)

(衛生学公衆衛生学
（公衆衛生学分野）

野原)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

松岡)

(衛生学公衆衛生学（環境・産業医学分野））
（衛生学公衆衛生学（公衆衛生学分野））（法医

学）（国際環境・熱帯医学）

5
／
29

令和3年度　Segment7　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

5
／
24

5
／
25

5
／
26

5
／
27

5
／
28

(テュートリアル・TBL) (テュートリアル・TBL)

(実習)

社会制度と保健・医
療・福祉

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

松岡)

社会制度と保健・医
療・福祉

11．生活習慣とリスク
（1）栄養と食生活・飲
酒

12．生活習慣とリスク
（2）喫煙

(国際環境・熱帯医学
杉下)

(国際環境・熱帯医学
杉下)

免疫・アレルギー疾患・
膠原病

19．アレルギー疾患の
病因・病態・症候・治療

20．成人発症スティル
病、多発軟骨炎など

(小児科学　永田)
(膠原病リウマチ内科学

市川)

(テュートリアル・TBL)

(テュートリアル・TBL)

(成人医学センター　岩崎）（統合教育学修センター基礎教育学　辻村、遠藤）
（統合教育学修センター基礎科学　佐藤、浦瀬）（解剖学（顕微解剖学・形態形

成学　菊田）（看護学部看護職生涯発達学　吉武、吉田）

15．生活習慣とリスク
（3）休養・心の健康

(国際環境・熱帯医学
杉下)

16．主な公衆衛生学
（1）心血管疾患

(国際環境・熱帯医学
杉下)

(膠原病リウマチ内科学　栃本、山口、菅野)

社会制度と保健・医
療・福祉

社会制度と保健・医
療・福祉

社会制度と保健・医
療・福祉

社会制度と保健・医
療・福祉

12．産業保健（1） 産業
医と労働安全衛生管
理

13．人口統計と保健統
計（2）疾病・障害の分
類と統計

(国際環境・熱帯医学
杉下)

免疫・アレルギー疾患・
膠原病
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(講義) (講義) (実習)

環境と健康・疾病・障害　感染症系

13．食品媒介性寄生虫の同定・観察、蠕虫類虫体標本の観察

月

(講義) (講義)

環境と健康・疾病・障害　

14．法医学（6）法中毒 自己学修 課題2-2 自己学修

火

(講義) (講義) (実習) (選択科目) (選択科目)

環境と健康・疾病・障害　 環境と健康・疾病・障害
社会制度と保健・医療・福祉 15:20～16:30 16:45～17:55

小グループ実習（3） 前期 V-7 前期 VI-7

水

第

9

週 (講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

環境と健康・疾病・障害　

21．ライフコース疫学

木

(講義) (講義)

環境と健康・疾病・障害　

自己学修 課題2-3 自己学修

金

土

6
／
5

令和3年度　Segment7　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

5
／
31

6
／
1

6
／
2

6
／
3

6
／
4

(テュートリアル・TBL)

環境と健康・疾病・障害　

(テュートリアル・TBL)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

松岡)

社会制度と保健・医
療・福祉

社会制度と保健・医
療・福祉

社会制度と保健・医
療・福祉

社会制度と保健・医
療・福祉

社会制度と保健・医
療・福祉

(国際環境・熱帯医学　杉下、本間、凪、岩下、原田)

17．主な公衆衛生学
（2）肥満・糖尿病

13．法医学（5）アル
コールの法医学

(法医学　中尾)
(国際環境・熱帯医学

杉下)

(法医学　中尾)

16．産業保健（2）過重
労働、職業性ストレス
による障害

環境と健康・疾病・障害　

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

加藤）

(法医学　中尾)

20．世界の保健問題
（1）

(国際環境・熱帯医学
杉下)

(統合教育学修セン
ター基礎教育学　山

20．精神医学と社会制
度

(精神医学　稻田)

環境と健康・疾病・障害　

19．生活習慣とリスク
（4）身体活動・運動

(テュートリアル・TBL)

(テュートリアル・TBL)

18．法医学（9）労災事
故

(法医学　島田)

19．法医学（10）薬毒
物機器分析

(国際環境・熱帯医学
凪)

17．法医学（8）内因性
急死と突然死

(法医学　木林)
(テュートリアル・TBL)

15．法医学（7）身体各
部位の損傷

(法医学　島田)

18．主な公衆衛生学
（3）脳血管疾患

(テュートリアル・TBL)

(衛生学公衆衛生学（環境・産業医学分野））
（衛生学公衆衛生学（公衆衛生学分野））（法医

学）（国際環境・熱帯医学）
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(講義) (講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

環境と健康・疾病・障害　環境と健康・疾病・障害　環境と健康・疾病・障害　環境と健康・疾病・障害　「至誠と愛」の実践学修

22．スポーツ医学 3．緩和ケア

月

(講義) (講義)

自己学修 課題2-4 自己学修

火

(講義) (講義) (実習) (選択科目) (選択科目)

環境と健康・疾病・障害　 環境と健康・疾病・障害
社会制度と保健・医療・福祉 15:20～16:30 16:45～17:55

小グループ実習（4） 前期 V-8 前期 VI-8

水

第

10

週 (講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

環境と健康・疾病・障害　環境と健康・疾病・障害　「至誠と愛」の実践学修

木

(講義) (講義)

東洋医学系

1．漢方医学総論 28．チーム医療 自己学修 課題3-1 自己学修

金

「至誠と愛」の実践学修
09:30～12:30

女性医師・研究者支援シンポジウム2021

土

(衛生学公衆衛生学（環境・産業医学分野））
（衛生学公衆衛生学（公衆衛生学分野））（法医

学）（国際環境・熱帯医学）

28．法学（2）医療事故
対応

26．主な公衆衛生学
（4）感染症対策

6
／
12

令和3年度　Segment7　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

6
／
7

6
／
8

6
／
9

6
／
10

6
／
11

(テュートリアル・TBL)

社会制度と保健・医
療・福祉

社会制度と保健・医
療・福祉

社会制度と保健・医
療・福祉

21.法医学（11）個人識
別

(法医学　多木)

社会制度と保健・医
療・福祉

社会制度と保健・医
療・福祉

社会制度と保健・医
療・福祉

(法医学　木林)

25．衛生行政と地域保
健、健康危機管理

25．法医学（13）死亡
時画像診断（Ai）

(衛生学公衆衛生学
（公衆衛生学分野）

野原)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

加藤）

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

加藤）

22．産業保健（3）作業
態様による障害

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

松岡)
(化学療法・緩和ケア科

中島)

23．医療リスクマネジメ
ント（1）

24．医療リスクマネジメ
ント（2）

(国際環境・熱帯医学
杉下)

(テュートリアル・TBL)

(国際環境・熱帯医学
岩下)

(テュートリアル・TBL)

23．法医学（12）交通
事故・自殺対策

(法医学　木林)

24．世界の保健問題
（2）

(テュートリアル・TBL)

(精神医学　西村）（皮膚科
学　石黒）（生理学（神経生
理学分野）宮田）（予防医学
科　村崎）（統合教育学修セ
ンター基礎教育学　諏訪）
（看護学部　小川）（看護学
部看護職生涯発達学　吉
武）（看護学部地域看護学

清水）

（岩本理事長）　（常務理事　肥塚）（丸学長）　　（皮
膚科学　石黒）（臨床検査科　佐藤）（解剖学（神経
分子形態学分野）　本多）（予防医学科　村崎）　(統

合教育学修センター基礎科学　佐藤)

4．社会規範教育（3）

(東洋医学研究所　木
村)

(行事)

社会制度と保健・医
療・福祉

27．法学（1）医師の法
的義務

(法医学　木林)
(テュートリアル・TBL) (テュートリアル・TBL)

(国際環境・熱帯医学
原田)

26．主な公衆衛生学
（5）予防接種

(国際環境・熱帯医学
岩下)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

加藤）

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

加藤）
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

環境と健康・疾病・障害　環境と健康・疾病・障害　環境と健康・疾病・障害　 国際コミュニケーション

29．法学（3）医療事故 29．医療の質

月

(講義) (講義)

自己学修 課題3-2 自己学修

火

(講義) (講義) (実習) (選択科目) (選択科目)

東洋医学系 東洋医学系 環境と健康・疾病・障害
社会制度と保健・医療・福祉 15:20～16:30 16:45～17:55

小グループ実習（5） 前期 V-9 前期 VI-9

水

第

11

週 (講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

環境と健康・疾病・障害　環境と健康・疾病・障害　環境と健康・疾病・障害　 「至誠と愛」の実践学修

33．法学（4）医療訴訟 5．災害医療（1）

木

(講義) (講義)

東洋医学系 東洋医学系

4．漢方医学の診断法 5．漢方医学の治療（1） 自己学修 課題3-3 自己学修

金

土

6
／
19

令和3年度　Segment7　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

6
／
14

6
／
15

6
／
16

6
／
17

6
／
18

(テュートリアル・TBL)

環境と健康・疾病・障害　

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

松岡)

社会制度と保健・医
療・福祉

社会制度と保健・医
療・福祉

（脳神経外科学　平）(統
合教育学修センター基礎

教育学　遠藤、森景)

3．Medical Paper を読
む

(法医学　木林)

30．化学的有害因子
（2） 有機溶剤、農薬

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

加藤）
(テュートリアル・TBL)

(テュートリアル・TBL)

31．災害医療　救助医
療　離島・へき地医療

(救急医学　矢口)

34．物理的有害因子
（2） 温熱、騒音、振
動、気圧

(テュートリアル・TBL)(テュートリアル・TBL)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

松岡)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

中島)

社会制度と保健・医
療・福祉

(衛生学公衆衛生学（環境・産業医学分野））
（衛生学公衆衛生学（公衆衛生学分野））（法医

学）（国際環境・熱帯医学）

(テュートリアル・TBL)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

松岡)

28．化学的有害因子
（1） 金属

(新宿つるかめクリニッ
ク　稲木)

(東洋医学研究所　木
村)

32．物理的有害因子
（1） 非電離放射線、電
離放射線

(統合教育学修センター
基礎教育学　辻村)

2．漢方医学の病態把
握（1）

3．漢方医学の病態把
握（2）

(東洋医学研究所　木
村)

(東洋医学研究所　木
村)

30．地域医療と地域医
療計画

31．化学的有害因子
（3） 粉じん、アスベスト

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

蒋池)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

松岡)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

中島)
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

東洋医学系 東洋医学系 情報処理・統計 情報処理・統計 情報処理・統計

6．漢方医学の治療（2） 7．症例検討 1．EBM（概論） 2．EBM（診断） 3．EBM（治療と予後）

月

(講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

情報処理・統計 情報処理・統計 環境と健康・疾病・障害　東洋医学系

8．医の心

火

(実習) (実習)

環境と健康・疾病・障害 感染症系
社会制度と保健・医療・福祉

実習発表会（1） 14．寄生性原虫標本の作製・観察

第

12

水 (選択科目) (選択科目)

15:20～16:30 16:45～17:55

前期 V-3 前期 VI-3

週 (講義) (講義) (実習)

情報処理・統計 情報処理・統計 感染症系

木 (講義)

「至誠と愛」の実践学修

(講義) (講義) (実習)

東洋医学系 東洋医学系 免疫・アレルギー疾患・膠原病

9．鍼灸総論 10．鍼灸各論 16．リウマトイド因子の検出 抗ＤＮＡ抗体の測定

金

自己学修 課題3-3テスト 自己学修

6．医療コミュニケー
ション（13）「EBMと
NBM」

(看護学部小児看護学
青木）

35．化学的有害因子
（4） ガス、酸欠

令和3年度　Segment7　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

6
／
21

6
／
22

6
／
23

6
／
24

6
／
25

社会制度と保健・医
療・福祉

4．臨床におけるEBM
（腹部外科疾患）

（消化器・一般外科
板橋）

5．臨床におけるEBM
（循環器疾患）

32．世界の公衆衛生
学・社会医学・医療人
類学

(予防医学科　村崎）
(国際環境・熱帯医学

杉下)

(新潟医療福祉大学
佐藤)

(東洋医学研究所　大
谷)

(乳腺・内分泌・小児外
科学　岡本)

(衛生学公衆衛生学
（公衆衛生学分野）

野原)

(衛生学公衆衛生学
（公衆衛生学分野）

野原)

(東洋医学研究所　津
嶋)

(東洋医学研究所　津
嶋)

(松田医院　松田)

6．臨床におけるEBM
（糖尿病）

(糖尿病・代謝内科学
花井)

7．臨床におけるEBM
（呼吸器・アレルギー
性疾患）

(呼吸器内科学　多賀
谷）

15．臨床症例検討、寄生虫卵の同定・観察、蠕虫類感染組織標本の観
察、テスト

(膠原病リウマチ内科学　栃本、山口、菅野)

(国際環境・熱帯医学　杉下、本間、凪、岩下、原田)

(国際環境・熱帯医学　杉下、本間、凪、岩下、原田)

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

松岡)

(衛生学公衆衛生学（環境・産業医学分野））
（衛生学公衆衛生学（公衆衛生学分野））（法

医学）（国際環境・熱帯医学）

(テュートリアル・TBL) (テュートリアル・TBL) (テュートリアル・TBL)
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

情報処理・統計 情報処理・統計 環境と健康・疾病・障害
社会制度と保健・医療・福祉

実習発表会（2）

月

情報処理・統計 情報処理・統計 情報処理・統計 情報処理・統計 「至誠と愛」の実践学修

火

「至誠と愛」の実践学修 「至誠と愛」の実践学修 環境と健康・疾病・障害
社会制度と保健・医療・福祉 15:20～16:30 16:45～17:55

8．患者中心医療 9．患者安全学 実習発表会（3） 前期 V-11 前期 VI-11

水

第

13

週 (講義) (講義)

「至誠と愛」の実践学修 「至誠と愛」の実践学修 「至誠と愛」の実践学修

11．ハラスメント

木

(実習) (実習)

金

土

令和3年度　Segment7　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(講義) (講義) (実習)

6
／
28

8．臨床におけるEBM
（腎臓・高血圧）

9．臨床におけるEBM
（消化器系疾患）

7．生命倫理（1）「終末
期ケアの理論」

(衛生学公衆衛生学（環境・産業医学分野））
（衛生学公衆衛生学（公衆衛生学分野））（法医

学）（国際環境・熱帯医学）(腎臓内科学　内田） (消化器内科学　徳重）
(講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

6
／
29

10．臨床におけるEBM
（適応外使用と医師の
裁量権）

11．臨床におけるEBM
（ANCA関連血管炎）

12．臨床におけるEBM
（脳血管疾患）

13．臨床におけるEBM
（肺悪性腫瘍）

(講義) (講義) (講義)

(臨床研究推進セン
ター　時田）

(膠原病リウマチ内科学
勝又) (脳神経内科学　北川） (呼吸器外科学　神崎） (小児科学　小國)

(講義) (講義) (実習) (選択科目) (選択科目)

6
／
30

(衛生学公衆衛生学
（環境・産業医学分野）

加藤）

(衛生学公衆衛生学（環境・産業医学分野））
（衛生学公衆衛生学（公衆衛生学分野））（法医

学）（国際環境・熱帯医学）(精神医学　赤穂)

(講義) (講義)

7
／
1

基本的・医学的表現技
術

基本的・医学的表現技
術

10．キャリアを考える
（14）「海外における卒
後臨床研修」

12．生命倫理（2）「終
末期ケアの臨床」

1．診療記録の書き方（1）
診療録、患者要約（入院
時・退院時サマリー）、診
療情報提供書、検査依
頼書、処方箋の記載

2．診療記録の書き方（2）
診療録、患者要約（入院
時・退院時サマリー）、診
療情報提供書、検査依
頼書、処方箋の記載【演
習】

(麻酔科学　長坂) （臨床検査科　佐藤） (精神医学　西村) （血液内科学　志関） （血液内科学　志関）

基本的・医学的表現技
術

基本的・医学的表現技
術

オリエンテーション1
入門型臨床実習の目
的と内容

オリエンテーション2
POMR、オンライン入門
型臨床実習の準備

3．診断書類の書き方（1）
診断書、出生証明書、死
産証明書、死亡診断書、
死体検案書、死胎検案
書、各種意見書の記載

4．診断書類の書き方（2）
診断書、出生証明書、死
産証明書、死亡診断書、
死体検案書、死胎検案
書、各種意見書の記載
【演習】

(呼吸器内科学　多賀谷)
（統合教育学修センター
基礎教育学　山内）（統

合教育学修センター基礎
科学　佐藤）

（統合教育学修センター
基礎教育学　山内）（統

合教育学修センター基礎
科学　佐藤） (法医学　木林) (法医学　木林)

7
／
3

7
／
2

入門型臨床実習Ⅰ 入門型臨床実習Ⅰ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(実習) (実習) (実習) (実習) (実習)

月

(実習) (実習) (実習) (実習) (実習)

火

(実習) (実習) (実習) (実習) (選択科目) (選択科目)

15:20～16:30 16:45～17:55

前期 V-12 前期 VI-12

水

第

14

週 (実習) (実習) (実習)

木

(実習) (実習) (試験)

13:55～15:05

情報処理・統計

金

土

（衛生学公衆衛生学（環
境・産業医学分野）　加
藤）（統合教育学修セン
ター基礎科学　佐藤）

（予防医学科　西井）
（統合教育学修セン

ター基礎科学　佐藤）

（衛生学公衆衛生学（環
境・産業医学分野）　加
藤）（統合教育学修セン
ター基礎科学　佐藤）

（呼吸器内科学　多賀谷）（衛
生学公衆衛生学（環境・産業
医学分野）　加藤）（予防医学
科　西井）（統合教育学修セン
ター基礎教育学　山内）（統合
教育学修センター基礎科学

佐藤）

（呼吸器内科学　多賀
谷）（予防医学科　西井）
（統合教育学修センター
基礎教育学　山内）（統

合教育学修センター基礎
科学　佐藤）

入門型臨床実習18　総
括、全体フィードバック

入門型臨床実習19
POMR総括評価

入門型臨床実習Ⅰ 入門型臨床実習Ⅰ

（統合教育学修セン
ター基礎教育学　山

内）

入門型臨床実習Ⅰ 入門型臨床実習Ⅰ 入門型臨床実習Ⅰ

入門型臨床実習15
国際患者安全目標
（JCI)

入門型臨床実習16
国際患者安全目標
（JCI)

入門型臨床実習17
臨床推論の基礎、臨床
判断フィードバック

（予防医学科　西井）
（統合教育学修セン

ター基礎科学　佐藤）

入門型臨床実習10
手指衛生

入門型臨床実習11
医療面接・身体診察・
POMR

入門型臨床実習12
医療面接・身体診察・
POMR

入門型臨床実習13
臨床推論の基本

入門型臨床実習14
臨床判断

入門型臨床実習Ⅰ 入門型臨床実習Ⅰ

（統合教育学修セン
ター基礎教育学　山

内）

（統合教育学修セン
ター基礎教育学　山

内）

入門型臨床実習9　身
体診察・POMRフィード
バック

（統合教育学修センター
基礎教育学　山内）（統

合教育学修センター基礎
科学　佐藤）

（統合教育学修センター
基礎教育学　山内）（統

合教育学修センター基礎
科学　佐藤）

（統合教育学修センター
基礎教育学　山内）（統

合教育学修センター基礎
科学　佐藤）

（予防医学科　西井）
（統合教育学修セン

ター基礎科学　佐藤）

（統合教育学修セン
ター基礎教育学　山

内）

入門型臨床実習1　医
療面接・POMR

（統合教育学修センター
基礎教育学　山内）（統

合教育学修センター基礎
科学　佐藤）

入門型臨床実習Ⅰ

入門型臨床実習Ⅰ 入門型臨床実習Ⅰ

入門型臨床実習6　身
体診察・POMR

入門型臨床実習7　身
体診察・POMR

入門型臨床実習Ⅰ

入門型臨床実習8　身
体診察・POMRフィード
バック

入門型臨床実習Ⅰ

入門型臨床実習Ⅰ 入門型臨床実習Ⅰ 入門型臨床実習Ⅰ 入門型臨床実習Ⅰ 入門型臨床実習Ⅰ

入門型臨床実習4　医
療面接・POMRフィード
バック

入門型臨床実習5　医
療現場でのマナー

（統合教育学修センター
基礎教育学　山内）（統

合教育学修センター基礎
科学　佐藤）

（統合教育学修セン
ター基礎教育学　山

内）

（統合教育学修セン
ター基礎教育学　山

内）

（統合教育学修セン
ター基礎教育学　山

内）

入門型臨床実習Ⅰ

入門型臨床実習2　医
療面接・POMR

入門型臨床実習3　医
療面接・POMRフィード
バック

7
／
10

令和3年度　Segment7　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

7
／
5

7
／
6

7
／
7

7
／
8

7
／
9

入門型臨床実習Ⅰ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

(試験)

10:00～11:30

血液・リンパ系

月

(試験)

10:00～11:30

感染症系

火

(試験) (試験) (選択科目) (選択科目)

10:00～11:30 13:00～14:30 15:20～16:30 16:45～17:55

免疫・アレルギー疾患・膠原病 東洋医学系 前期 V-13 前期 VI-13

水

第

15

週 (試験)

10:00～12:00

環境と健康・疾病・障害

木

(試験)

10:00～12:00

社会制度と保健・医療・福祉

金

土

7
／
17

令和3年度　Segment7　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

7
／
12

7
／
13

7
／
14

7
／
15

7
／
16

193


	0_表紙
	01.S7目次（学外掲載用）
	令和3年度S7学修の手引き（大学HP掲載用）
	シラバス冒頭部分
	1.設立の精神
	2.東京女医学校　
	3.序言＿学長校閲済み
	5.4つのポリシー 
	6.MD2011改訂版（「至誠と」変換済）
	7.学部教育を通じて達成する医師としての実践力
	8.医の実践力-慈しむ心の姿勢180109_項目番号付
	9.(教務委員会承認済)A5_カリキュラムの構造改訂版（「至誠と」変換済）
	10.週間時間割

	S7学修内容2021 
	S7包括的目標2021
	科目別シラバス表紙
	1.21S7_1 血液・リンパ系
	2.S7_1血液・リンパ系（大中小項目）
	1.21S7_1血液リンパ系教科書2021
	1.21S7_2 感染症系
	2.S7_2感染症系（大中小項目）
	1.21S7_3 免疫・アレルギー疾患・膠原病
	2.S7_3免疫・アレルギー疾患・膠原病2021.2.16ohya_MH（大中小項目）
	1.21S7_4 環境と健康・疾病・障害
	R 2.S7_4環境と健康・疾病・障害（大中小項目）
	1.21S7_5 社会制度と保健・医療・福祉
	2.S7_5社会制度と保健・医療・福祉（大中小項目）
	1.21S7_6 東洋医学系
	2.S7_6東洋医学系（大中小項目）
	1.21S7入門型臨床実習Ⅰ
	縦断教育科目　中表紙
	1.21シラバスS7-8共通_「至誠と愛」の実践学修
	変更あり「至誠と愛」の実践学修2021年度S7（大・中・小項目）0208ha
	21S7_8情報処理・統計
	2.S7_8情報処理統計＿NI（大中小項目）
	1.21S7-8共通_国際コミュニケーション
	2.S7_10国際コミュニケーション（大中小項目）
	1.21S7_9 基本的・医学的表現技術
	2.S7_9基本的・医学的表現技術（大中小項目）
	21S7_10 健康管理
	0313修正_3年生以上_基礎研究医養成プログラム
	Team-based-learning(ＴＢＬ)時間入
	学修の手引き用　TBLについて S7
	【確定】TBLスケジュール
	15.Ⅳ試験科目表
	試験日程
	S7第4学年教育委員会名簿
	Ⅷ選択科目
	04.2021年度選択科目学習要項（案）
	05.2021年度選択科目一覧
	⑤2021_S7週別時間割データ（選択、彌生記念講演入り）20210322外川




